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わ
が
国
医
学
の
宝
玉
を
完
全
復
元
好
評
頒
布
中
／
“

謡

鍔

捌
郷
切
弘
灼
多
催

偉
大
な
玄
白
と
、
似
る
、
と
い
う
二
つ
の
構
成
上
の
要

素
を
、
造
形
芸
術
と
し
て
、
調
和
の
世
界
を
彫
り
上
げ

よ
う
、
昇
華
さ
せ
よ
う
と
繰
返
し
追
求
し
て
、
出
来
上

が
っ
た
の
が
こ
の
像
で
あ
る
。

ブ
ロ
ン
ズ
立
像
（
高
さ
調
哩
桐
箱
入
・
長
谷
川
義
起
先
生
箱
書

①
「
活
物
窮
理
」
と
は
生
体
に
つ
い
て
研
究
・
探
究
す
る

こ
と
で
あ
る
。
世
界
の
近
代
外
科
の
先
駆
と
な
っ
た

華
岡
青
洲
は
、
「
活
物
窮
理
」
・
を
外
科
医
と
し
て
の
生

命
を
か
け
た
信
条
と
し
た
。

②
百
鶴
図
は
、
杉
田
玄
白
が
六
十
歳
の
誕
生
日
に
仕
上

げ
た
も
の
で
、
繊
細
華
麗
に
描
か
れ
て
い
る
。
製
作

は
技
術
の
粋
を
尽
し
独
自
の
手
法
に
よ
り
復
元
、
仕

上
げ
部
分
は
手
描
き
に
よ
る
。

日
展
評
議
員
＆
鍔
〃
例
●
鑑
《
“
錐
魎
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正
骨
範
の
書
誌
：
…
・
・
…
…
・
・
：
：
…
…
…
：
…
…
…
…
…
：
．
…
・
…
・
…
・
…
：
：

欧
亜
解
剖
学
史
資
料
展
に
就
い
て
．
…
…
…
：
…
…
…
．
：
：
…
：
。
…
：
…
：
：
：

安
楽
死
と
合
理
的
自
殺
に
つ
い
て
：
：
…
…
・
…
・
…
…
：
…
：
．
：
…
・
…
・
…
・
・
：

十
九
世
紀
に
お
け
る
蝦
夷
地
の
疾
病
…
：
：
：
：
：
…
…
．
：
：
：
…
：
。
…
…
・
…
．

来
日
宣
教
医
雷
ｇ
ご
闇
三
号
（
届
禽
‐
こ
ぎ
）
に
つ
い
て
：
，
…
…
．
：
…
：
：

九
州
に
お
け
る
医
学
放
射
線
技
術
者
の
先
覚
赤
間
与
三
次
先
生
．
：
．
：
．
…
。
：

精
得
館
医
学
生
好
本
純
蔵
の
長
崎
通
信
：
：
…
…
：
…
…
…
：
…
・
：
・
…
：
…

橋
本
宗
吉
訳
・
未
刊
医
薬
書
２
点
に
つ
い
て
・
・
…
…
…
：
…
…
：
…
：
．
…
・
・
・
：

高
橋
重
賢
の
松
前
及
び
長
崎
の
勤
務
に
つ
い
て
ｌ
…
・
・
…
…
…
：
・
・
…
．
：
…
：

屯
田
兵
村
に
お
け
る
医
療
・
…
…
．
：
：
：
。
…
…
．
：
…
：
．
…
…
：
．
．
：
・
・
・
：
：
：
：
…

薩
摩
の
洋
医
学
；
：
：
…
・
…
：
…
・
・
：
…
…
：
．
…
；
…
…
…
…
…
：
：
．
・
・
・
：
：
・
・
…

薬
師
経
と
薬
師
如
来
瑞
応
経
と
に
つ
い
て
…
：
．
．
：
．
：
：
…
…
：
：
…
…
：
：
…
・

「
糖
尿
病
」
の
名
称
に
つ
い
て
．
：
．
…
・
・
・
：
：
…
…
・
…
．
：
：
：
：
。
：
…
…
…
。
：
：

関
寛
斎
の
研
究
第
二
報
長
崎
時
代
の
人
物
像
．
：
…
：
：
…
：
…
・
…
…
：
：

広
島
医
学
校
の
学
生
ノ
ー
ト
、
明
治
十
六
年
か
ら
．
…
：
…
：
…
…
・
→
言
・
→
：
：
言

一
般
講
演

Ⅱ

h

目

次

：
蒲
原
宏

：
大
矢
全
節

一
・
小
沢
吉
見

・
山
形
敞
一

．
長
門
谷
洋
治

・
今
市
正
義

・
中
山
沃

・
中
野
操

・
谷
沢
尚
一

方
波
見
康
雄

●
森
重
孝

関
根
正
雄

・
福
満
昭
二

福
島
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一

・
太
田
典
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医
療
及
び
保
健
衛
生
面
に
お
け
る
検
査
技
術
者
の
歴
史
：
…
：
：
：
・
・
←
。
：
：
：
．
§
・
§
：
・
・
：
。
…
：
：
：
〆
・
…
：
…
谷
島
清

種
子
島
住
民
の
長
崎
出
島
見
聞
録
ｌ
オ
ラ
ン
ダ
医
官
列
狄
と
蘭
医
吉
雄
幸
載
を
中
心
と
し
て
ｌ
・
・
・
・
…
・
河
内
一

比
較
語
学
的
方
法
に
よ
る
身
体
意
識
史
検
討
の
試
み
（
三
）
…
：
．
…
：
…
．
：
…
：
…
…
・
…
：
：
．
：
．
・
・
・
…
：
三
輪
卓

明
治
時
代
の
女
子
歯
科
医
師
教
育
に
つ
い
て
．
…
…
・
…
．
：
…
…
…
：
：
：
…
：
…
・
…
…
・
・
・
：
…
・
・
・
・
・
：
…
．
：
本
間
邦

本
邦
に
お
け
る
最
初
の
帝
王
切
開
に
つ
い
て
・
・
…
…
…
…
…
：
：
：
・
・
：
・
・
：
…
‐
：
…
：
：
…
：
．
：
：
：
…
：
．
…
右
原

麻
酔
の
発
展
に
関
す
る
史
的
考
察
・
…
・
…
…
：
。
…
・
・
：
．
：
：
…
…
：
：
…
：
…
・
…
：
：
．
：
…
…
…
：
：
…
…
：
：
栗
本
宗

梅
毒
の
起
源
に
つ
い
て
の
一
考
察
。
：
…
…
・
…
…
…
・
・
：
．
…
．
：
…
…
・
…
．
：
：
。
：
・
・
：
。
…
：
…
・
…
・
…
…
；
…
・
吉
井
善

蘭
医
学
書
の
原
著
者
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
医
学
者
・
…
…
・
…
…
：
…
…
：
：
：
…
…
…
：
：
・
・
・
…
：
…
…
・
…
‐
古
Ⅱ
グ

ョ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
バ
タ
ピ
ア
か
ら
の
購
入
図
書
か
ら
見
た
シ
ー
ポ
ル
ト
・
…
…
…
・
…
・
…
：
。
…
…
・
・
…
：
・
矢
部
一

明
治
期
学
校
術
生
史
の
研
究
（
一
○
）
学
校
医
制
度
：
：
．
…
：
。
…
．
：
．
．
：
：
：
：
．
．
…
…
・
・
・
・
・
…
…
：
‐
．
：
。
…
・
杉
浦
守

江
戸
時
代
末
期
、
筑
前
国
博
多
市
小
路
に
長
崎
よ
り
蘭
医
学
を
導
入
し
て
い
た
医
師
の
町
（
当
時
の

メ
デ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
）
に
つ
い
て
。
：
：
・
・
・
…
：
…
…
；
．
：
…
…
・
…
：
。
…
…
…
：
。
…
・
…
：
：
…
．
．
…
…
：
：
奥
村

赤
松
（
田
中
）
了
斎
と
そ
の
医
史
学
上
の
業
績
に
つ
い
て
…
．
：
。
．
：
．
：
…
：
…
…
…
：
…
…
…
・
…
・
…
…
・
由
中
敬

Ｐ
①
、
冨
昂
○
口
《
《
盟
の
ご
ｏ
昼
○
口
シ
ｏ
宮
ロ
ニ
ロ
ｏ
言
制
呂
．
．
…
…
．
．
…
・
・
…
…
・
・
・
・
…
・
…
・
…
・
…
・
・
・
…
…
・
…
・
…
・
…
・
由
ｇ
三
一
『
の
勗
画
］
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二
宮
彦
可
（
一
七
五
四
ｉ
一
八
二
七
）
が
長
崎
の
吉
原
杏
蔭
斎
元
棟

（
隆
仙
）
の
も
と
で
伝
習
し
た
、
「
杏
蔭
斎
正
骨
要
訣
」
を
、
さ
ら
に

集
大
成
し
た
も
の
が
、
「
正
骨
範
」
で
あ
る
。

「
正
骨
範
」
は
二
宮
彦
可
が
寛
政
五
年
二
七
九
三
）
江
戸
に
出
て
、

江
戸
木
挽
町
五
丁
目
に
住
し
、
浜
田
藩
々
医
と
し
て
出
仕
す
る
傍
ら
、

西
洋
の
包
帯
法
を
参
考
と
し
、
ま
た
医
宗
金
鑑
正
骨
心
法
要
旨
な
ど

を
参
酌
し
て
編
述
に
と
り
か
か
り
、
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
に
完
槁

し
、
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
に
、
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。

正
骨
範
の
書
誌

一
般
講
演

蒲
原
宏

初
版
は
、
文
化
五
年
二
八
○
八
）
八
月
に
京
都
寺
町
通
松
原
通

下
ル
町
、
勝
村
治
右
衛
門
へ
、
浪
華
心
斎
橋
筋
安
堂
町
、
大
野
木
市

兵
衛
、
東
都
日
本
橋
通
一
丁
目
須
原
屋
茂
兵
衛
の
名
が
奥
付
に
見
え

る
が
、
「
擁
鼻
所
蔵
」
の
下
に
「
浜
藩
医
官
二
宮
獄
本
姓
三
河
巌
瀬

氏
」
の
朱
印
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
私
家
版
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
こ
の
「
二
宮
氏
朱
印
本
」
は
、
既
見
の
十
数
冊
の
「
正

骨
範
」
の
中
で
も
二
冊
を
見
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
二
宮
氏
朱
印
本

の
ほ
か
に
、
第
二
版
と
み
ら
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
。

初
版
本
の
奥
付
に
は
勿
論
「
二
宮
氏
の
朱
印
」
は
な
い
が
、
こ
の

第
二
版
本
に
は
須
原
屋
茂
兵
衛
の
と
こ
ろ
に
「
千
鐘
書
房
之
印
」
の

朱
印
が
あ
る
。
扉
に
は
「
二
宮
彦
可
先
生
著
正
骨
範
文
化
丁
卯
季

冬
開
鋳
擁
鼻
這
蔵
」
と
あ
る
初
版
本
と
は
異
な
っ
て
、
「
二
宮
彦

可
先
生
著
正
骨
範
東
都
書
舗
千
鍾
房
発
行
」
と
あ
り
、
一
千
鍾

房
発
行
」
の
下
に
「
千
鍾
書
房
之
印
」
の
朱
印
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
須
原
屋
茂
兵
衛
本
の
第
二
版
の
あ
と
と
考
え
ら

れ
る
「
千
踵
書
房
之
印
」
の
全
く
な
い
も
の
も
流
布
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
「
正
骨
範
」
の
刊
本
に
は
厳
密
に
言
っ
て
三
種
類
の
も

269 （ 1 ）



＝

の
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
初
版
以
外
は
全
く
江
戸
の
須
原
屋

茂
兵
衛
に
よ
っ
て
そ
の
続
刊
が
行
な
わ
れ
、
普
及
し
て
行
っ
た
と
考

え
た
い
。
初
版
に
比
し
、
二
版
こ
と
に
、
千
鍾
房
の
無
印
本
は
装
頓
、

紙
質
と
も
に
初
版
本
よ
り
は
る
か
に
粗
末
と
は
な
っ
て
い
る
が
、
扉

以
外
は
、
内
容
は
全
く
初
版
と
同
じ
で
改
訂
増
補
な
ど
は
行
な
わ
れ

て
い
な
い
。
今
ま
で
刊
本
の
故
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
「
正
骨
範
」
に
三
種
類
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
論
拠
に
つ

い
て
解
説
報
告
す
る
。

（
県
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院
）

演
者
は
昨
年
の
秋
、
ロ
ン
ド
ン
で
開
か
れ
た
第
二
十
三
回
国
際
医

史
学
会
に
出
席
し
た
後
、
パ
リ
に
立
寄
っ
た
時
に
、
偶
と
九
月
二
十

九
日
か
ら
十
月
八
日
ま
で
サ
ル
ペ
ト
リ
ェ
ー
ル
で
開
催
中
の
欧
亜
解

剖
資
料
展
に
招
か
れ
た
。
こ
の
解
剖
資
料
展
は
、
ビ
シ
ャ
ー
を
記
念

し
て
一
九
五
三
年
以
来
毎
年
開
か
れ
て
い
る
各
種
医
史
に
関
す
る
展

覧
会
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
一
九
五
九
年
の
展
覧
会
に
は

演
者
は
日
本
医
史
学
資
料
を
出
品
し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
解
剖
展
に
は
全
部
で
一
三
八
点
の
資
料
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。

番
号
九
三
は
エ
ト
ル
ス
コ
・
ロ
ー
マ
時
代
の
出
土
資
料
で
蕊
内
臓

を
表
わ
し
て
い
る
素
焼
の
絵
馬
で
あ
る
。
番
号
八
五
は
エ
ト
ル
ス
ク

時
代
の
彩
色
素
焼
の
マ
ス
ク
で
あ
る
。
番
号
六
八
は
象
牙
彫
刻
の
男

女
の
内
臓
を
比
較
し
た
作
品
で
あ
っ
て
時
代
は
詳
ら
か
で
な
い
。
番

号
一
六
は
ジ
ュ
プ
イ
ト
ラ
ン
の
門
下
ク
リ
ュ
ビ
ィ
エ
ル
（
一
七
九
一
Ｉ

欧
亜
解
剖
資
料
展
を
観
て

大
矢
全
節
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番
号
三
六
は
婦
人
の
内
臓
撮
要
、
パ
リ
版
、
一
五
六
○
刊
で
、
ベ

サ
リ
ウ
ス
以
前
の
解
剖
提
要
と
し
て
、
洛
陽
の
紙
価
を
騰
か
ら
し
め

た
。
著
者
は
散
髪
屋
外
科
医
リ
ン
ト
で
あ
る
。
番
号
一
三
三
’
一
三

四
は
鍼
灸
銅
人
形
、
番
号
一
○
一
は
臓
志
二
冊
、
山
脇
東
洋
（
一
七

○
五
’
一
七
六
二
）
、
京
都
版
、
’
七
五
九
刊
。

一
八
七
四
）
が
著
し
た
人
体
病
理
解
剖
学
も
一
八
二
八
’
一
八
四
二
諺

パ
リ
版
で
、
挿
図
は
石
版
刷
で
血
管
の
分
布
を
克
明
に
描
写
し
て
い

る
。
番
号
二
九
は
リ
ュ
イ
シ
ュ
（
一
六
三
八
’
一
七
一
一
二
）
著
の
解
剖

宝
典
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
刊
、
’
七
○
一
で
、
挿
図
は
ド
リ
ア
ン
デ

ル
（
一
五
三
七
）
が
作
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
番
号
一
○
は

ブ
ラ
ウ
ネ
（
一
六
四
二
生
）
著
人
体
筋
肉
学
、
ラ
イ
デ
ン
版
、
一
六
八

七
で
、
初
版
は
一
六
八
一
年
に
英
文
で
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
番
号
一

三
は
バ
ソ
サ
ェ
ウ
ス
著
五
官
の
書
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
版
、
一
六
一

○
で
眼
、
耳
、
鼻
、
舌
、
皮
虐
の
解
剖
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
る
。

番
号
三
一
は
バ
ル
ベ
ル
デ
著
人
体
解
剖
学
、
ロ
ー
マ
版
、
一
五
六

○
上
梓
、
番
号
二
は
解
剖
図
彙
、
ベ
ニ
ス
版
、
一
六
二
七
刊
、
著

者
カ
ッ
セ
リ
ゥ
ス
（
一
六
一
六
残
）
が
段
し
た
後
に
ダ
’
一
エ
ル
・
ブ
ク

レ
チ
ウ
ス
が
上
梓
し
た
。

そ
の
他
、
日
本
の
解
剖
書
、
巻
物
な
ど
多
数
の
展
示
が
あ
っ
た
が
》

中
国
の
解
剖
資
料
は
少
な
か
っ
た
の
は
遺
憾
で
あ
っ
た
。

（
枚
方
市
堤
町
二
’
二
○
）
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不
老
長
寿
、
息
災
延
命
の
反
対
概
念
と
し
て
の
①
三
富
ロ
開
国
は

日
①
司
昌
園
晨
目
い
ぐ
ｏ
盲
回
国
昌
己
８
弓
と
も
訳
さ
れ
て
い
る
。

耐
え
難
い
苦
痛
、
死
病
（
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
に
は
四
“
且
ご
画
と
あ
る
）

に
追
込
ま
れ
た
患
者
の
命
運
を
ど
の
よ
う
に
導
く
べ
き
か
。
治
療
は

医
師
（
医
師
は
使
徒
か
Ｑ
農
”
昌
目
か
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
の
奴
隷
医
師
の

特
殊
な
役
割
も
注
目
さ
れ
る
）
と
患
者
と
の
間
の
、
職
業
上
の
契
約
で

あ
る
と
し
て
限
界
を
認
め
る
べ
き
か
。

ト
マ
ス
・
モ
ア
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
（
第
二
巻
第
七
章
）
に
記
さ
れ
て
い

る
不
治
の
患
者
に
つ
い
て
の
処
置
は
、
今
日
の
我
々
に
も
理
解
し
得

る
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
の
一
句
、
３
巳
旨
豈

昌
民
①
且
①
ゆ
Ｑ
津
の
解
釈
、
「
技
術
に
つ
い
て
」
に
見
ら
れ
る
医
療

技
術
の
限
界
に
つ
い
て
の
医
師
と
し
て
の
考
え
方
は
、
古
代
い
ら
い

の
、
ギ
リ
シ
ア
的
、
人
間
中
心
的
な
世
界
に
ぞ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、

安
楽
死
と
合
理
的
自
殺
に
つ
い
て

、
ｒ
ｌ
Ｊ

ノ

沢
吉
見

ユ
ダ
ヤ
、
キ
リ
ス
ト
両
教
徒
の
世
界
と
は
根
本
的
相
異
を
示
し
て
い

る
。
プ
ラ
ト
ン
の
ポ
リ
テ
イ
ア
に
『
死
ん
で
煩
わ
し
さ
か
ら
逃
れ
る
』
、

パ
イ
ド
ン
に
記
さ
れ
て
い
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
毒
人
参
の
液
汁
使
用
、

ま
た
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
毒
蛇
（
国
．
即
ち
Ｐ
目
鼻
の
“
８
『
．
呉
匡
“
）
利

用
（
目
鼻
①
胃
の
か
号
ョ
蚕
届
く
ｇ
ｏ
ョ
か
）
を
見
る
と
、
Ｆ
・
ベ
ー

コ
ン
の
『
愛
は
死
を
軽
ん
ず
る
、
名
誉
は
そ
れ
を
希
う
、
悲
し
み
は

そ
れ
に
向
っ
て
逃
れ
る
』
と
し
て
、
生
命
の
終
り
を
自
然
の
恵
み
の

一
つ
と
す
る
自
殺
の
合
理
的
根
拠
づ
け
を
そ
こ
に
求
め
る
こ
と
が
出

来
る
。こ

れ
に
対
し
て
、
『
あ
な
た
は
殺
し
て
は
な
ら
な
い
』
と
い
う
戒

律
、
象
皮
病
の
苦
痛
、
家
族
と
財
産
と
の
喪
失
に
耐
え
、
『
神
を
呪

っ
て
死
に
な
さ
い
』
と
い
う
妻
の
言
葉
を
斥
け
、
最
後
ま
で
神
を
信

じ
『
年
老
い
、
日
満
ち
て
死
ん
だ
』
ヨ
ブ
の
態
度
に
は
、
自
殺
を
肯

定
し
な
い
、
信
仰
に
生
き
る
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、

神
の
奇
蹟
を
信
じ
得
な
く
な
っ
た
現
代
人
の
多
く
が
、
一
方
に
お
い

て
、
香
川
県
、
奈
良
県
等
の
「
ポ
ッ
ク
リ
山
」
に
願
か
け
を
行
う
現

状
も
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

自
然
の
存
在
と
し
て
の
人
間
に
と
り
、
死
は
自
然
に
向
っ
て
払
う
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べ
き
貢
税
で
あ
る
以
上
、
安
楽
死
の
必
要
が
あ
り
得
る
こ
と
は
認
め

ざ
る
を
得
な
い
。

（
名
古
屋
保
健
衛
生
大
学
衛
生
学
部
）

文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
ロ
シ
ア
の
エ
ト
ロ
フ
侵
入
に
あ
た
り
、
仙

台
藩
は
幕
府
よ
り
エ
ト
ロ
フ
、
ク
ナ
シ
リ
お
よ
び
箱
館
を
警
衛
す
べ

き
命
令
を
受
け
、
文
化
五
年
箱
館
に
八
百
余
人
、
エ
ト
ロ
フ
と
ク
ナ

シ
リ
に
各
六
百
余
人
の
士
卒
を
派
遣
し
て
警
備
に
当
っ
た
。
こ
の
と

き
の
駐
留
は
数
ヵ
月
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
悪
疫
、
こ
と
に
水
腫
、

脚
気
の
続
出
を
見
る
に
至
り
、
多
大
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
日
露
和
親
条
約
に
よ
り
千
島
は
エ
ト
ロ
フ

ま
で
日
本
領
と
な
っ
た
の
で
、
安
政
二
年
再
び
仙
台
藩
は
幕
府
よ
り

東
蝦
夷
地
警
固
の
命
令
を
受
け
、
こ
と
に
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
東

蝦
夷
地
一
帯
が
仙
台
藩
の
領
地
と
し
て
与
え
ら
れ
た
の
で
、
安
政
三

年
よ
り
明
治
維
新
ま
で
一
年
交
替
で
外
領
警
固
に
当
っ
た
。
第
二
次

蝦
夷
地
出
兵
で
は
蝦
夷
地
に
対
す
る
知
識
の
普
及
と
衛
生
対
策
の
進

歩
に
よ
り
、
第
一
次
出
兵
の
と
き
の
よ
う
な
悲
惨
な
状
況
に
陥
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

十
九
世
紀
に
お
け
る
蝦
夷
地
の
疾
病

山
形
敞
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こ
の
第
一
次
蝦
夷
地
出
兵
の
と
き
の
悪
疫
は
、
天
保
の
大
飢
饅
の

と
き
に
仙
台
藩
で
流
行
し
た
飢
病
と
症
状
が
良
く
似
て
い
る
の
で
、

発
生
機
序
の
類
似
性
を
考
え
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

な
お
、
関
場
不
二
彦
氏
の
「
あ
い
ぬ
医
事
談
」
の
記
載
を
み
て
も
、

十
九
世
紀
の
蝦
夷
地
に
は
飢
病
と
同
様
の
悪
疫
が
し
ば
し
ば
流
行
し

て
い
た
。

仙
台
藩
の
第
一
次
・
第
二
次
蝦
夷
地
出
兵
に
従
軍
し
た
医
師
の
「
御

用
留
」
、
仙
台
藩
の
天
保
大
飢
鐘
の
記
録
、
お
よ
び
「
あ
い
ぬ
医
事

談
」
に
記
載
さ
れ
た
疾
病
の
症
状
を
比
較
、
検
討
し
て
こ
れ
ら
の
類

似
性
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

（
東
北
大
学
医
学
部
教
授
）

出
向
ｚ
両
閏
蜀
シ
ご
Ｆ
口
印
（
民
孟
Ｉ
患
ご
）
は
ご
己
５
口
犀
①
呂
旨
①
Ｈ
国
旨

○
面
匡
禺
８
９
砕
日
盲
目
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
一
致
長
老
教
会
）
よ
り
派

遣
さ
れ
て
来
日
し
た
英
人
第
一
号
の
宣
教
医
で
、
明
治
七
年
（
一
八

七
四
）
三
月
、
東
京
築
地
に
着
き
施
療
所
を
設
け
、
翌
八
年
、
わ
が

国
最
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
た
る
築
地
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
健

康
社
）
を
開
い
た
。
八
六
年
ま
で
在
日
。

彼
は
一
八
七
一
年
、
グ
ラ
ス
鞭
コ
ー
の
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
大
学
で
医
学

を
修
め
た
の
ち
、
ロ
ン
ド
ン
の
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
病
院
で
実
習
し

た
。
来
日
後
は
一
般
外
科
手
術
の
他
に
眼
科
手
術
を
行
な
い
、
リ
ス

タ
ー
に
よ
る
外
科
防
腐
処
置
の
導
入
に
力
を
入
れ
、
病
理
解
剖
を
し

ば
し
ば
行
な
っ
た
。
盲
人
救
護
な
ど
社
会
福
祉
面
に
も
進
出
し
、
ま

た
宣
教
師
と
し
て
の
立
場
か
ら
七
七
年
、
東
大
の
国
。
君
国
ａ
馨
写
①
ｍ
‐

蔚
禺
目
○
筋
①
（
屋
麓
Ｉ
ご
誤
）
が
紹
介
し
た
進
化
論
に
反
対
し
た
。

来
日
宣
教
医
西
因
ｚ
困
屋

甸
崔
ご
伊
己
の
に
つ
い
て

長
門
谷
洋
治
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し
か
し
、
彼
が
そ
の
生
涯
で
も
っ
と
も
精
力
を
注
い
だ
の
は
諺
指

紋
法
の
研
究
で
あ
る
。
七
八
年
、
上
記
旨
Ｏ
Ｈ
ｍ
①
の
発
掘
し
た
大
森

貝
塚
の
土
器
に
つ
い
た
指
紋
を
観
察
し
た
の
が
そ
の
端
緒
で
、
八
○

年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
雑
誌
ｚ
呉
昌
①
に
職
○
邑
吾
①
際
ヨ
ー
宮
貝
。
雪
ゅ

旦
昏
①
出
色
且
動
（
○
Ｒ
，
腿
七
・
ｓ
ｇ
を
公
表
し
た
。
と
こ
ろ
が
約

一
カ
月
後
の
同
誌
に
、
か
っ
て
イ
ン
ド
に
い
た
現
○
熱
己
在
の
雪
．

〕
・
函
①
【
砂
目
色
が
《
《
、
酉
邑
甸
匡
ｑ
ｏ
雪
印
呉
芸
①
出
四
口
包
膜
（
ｚ
ｏ
己
．

蹟
》
ロ
弓
）
な
る
論
文
を
発
表
、
こ
と
は
両
者
の
プ
リ
オ
リ
テ
ィ
論

争
に
発
展
し
た
。
そ
の
後
英
国
で
は
ど
う
い
う
わ
け
か
、
後
者
に
軍

配
を
あ
げ
た
よ
う
な
形
と
な
っ
た
が
、
蜀
少
ご
Ｆ
己
ｍ
は
こ
の
結
果
に

く
さ
る
こ
と
も
な
く
、
引
き
続
き
指
紋
法
に
関
す
る
多
数
の
論
文
・

著
書
を
発
表
し
た
。
し
か
し
、
頑
迷
な
る
英
国
の
国
民
性
も
あ
っ
て

か
、
現
在
に
い
た
る
も
同
国
で
は
彼
の
業
績
は
十
分
に
認
め
ら
れ
る

に
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
同
国
の
い
胃
月
氏

葛
胃
。
口
は
わ
が
国
の
古
畑
種
基
よ
り
提
供
さ
れ
た
資
料
な
ど
を

も
と
に
、
そ
の
客
観
的
評
価
に
力
を
尽
し
た
。
一
方
わ
が
国
で
も

司
醇
ｐ
Ｆ
ｐ
ｍ
に
関
す
る
研
究
は
竹
中
勝
男
、
重
久
篤
太
郎
、
手
塚
竜

麿
、
古
畑
種
基
、
八
十
島
信
之
助
な
ど
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
き
た

が
、
な
お
十
分
と
は
い
い
が
た
い
。
一
九
七
二
年
十
一
月
、
蒲
原
宏

は
英
国
に
彼
の
故
郷
Ｑ
幽
冒
①
印
聾
【
①
ｇ
巽
君
巴
の
国
昌
○
口
》
聾
呉
‐

ざ
ａ
》
両
目
巴
四
目
）
を
た
づ
ね
、
そ
の
墓
を
探
し
求
め
、
そ
の
著
作

目
録
を
作
製
し
た
。
筆
者
は
こ
れ
ら
を
も
と
に
彼
が
指
紋
法
史
上
に

占
め
る
位
置
、
お
よ
び
来
日
宣
教
医
史
上
に
占
め
る
位
置
な
ど
に
つ

い
て
若
干
の
考
究
を
行
な
い
た
い
。（

日
生
病
院
皮
膚
科
、
阪
大
医
学
概
論
）
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職
人
の
座
に
あ
っ
た
診
療
放
射
線
技
師
が
技
師
の
椅
子
を
与
え
ら

れ
る
契
機
を
醸
成
さ
せ
た
の
は
、
福
岡
県
人
赤
間
与
三
次
で
あ
っ
た
。

い
ま
か
ら
三
十
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
当
時
、
宮
崎
県
立
宮
崎
病
院

技
手
で
あ
っ
た
赤
間
は
、
『
邦
国
｝
一
於
テ
ハ
、
直
接
医
治
二
携
ハ
ル

凡
ユ
ル
職
業
、
医
師
・
助
産
婦
・
看
護
婦
ノ
如
キ
皆
厳
ト
シ
タ
ル
官

制
下
一
一
於
テ
、
夫
レ
相
当
ノ
資
格
制
定
サ
レ
居
ル
所
ナ
リ
。
マ
シ
テ

一
億
国
民
各
々
其
職
域
一
一
動
員
セ
ラ
ル
ル
ノ
秋
、
極
メ
テ
重
要
ナ
ル

職
域
ヲ
分
担
ス
ル
全
国
約
五
千
ヲ
算
ス
ル
吾
エ
ッ
ク
ス
線
技
術
者
二

限
リ
テ
ハ
、
何
等
ノ
資
格
制
定
且
シ
明
確
ナ
ル
職
種
ノ
制
定
ス
ラ

定
マ
ラ
ズ
シ
テ
今
日
二
及
ベ
ル
状
態
ｌ
』
な
る
こ
と
を
、
昭
和
十

七
年
二
月
、
国
会
に
陳
情
し
て
立
法
化
を
請
願
し
た
。

赤
間
の
勇
気
あ
る
こ
の
行
動
は
、
同
年
三
月
、
請
願
が
採
択
さ
れ
、

こ
こ
に
資
格
制
定
運
動
の
橋
頭
墜
を
つ
く
る
に
い
た
っ
た
。

九
州
に
お
け
る
医
学
放
射
線
技

術
者
の
先
覚
赤
間
与
三
次
先
生

今
市
正
義

演
者
は
、
当
時
の
情
勢
か
ら
医
者
放
射
線
技
術
者
の
苦
難
時
代
を

解
明
す
る
。

（
高
知
県
安
芸
市
本
町
森
沢
病
院
放
射
線
科
）
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好
本
純
蔵
（
一
八
四
六
’
一
九
一
八
）
は
備
前
和
気
郡
清
水
村
の
大

庄
屋
好
本
和
七
郎
の
次
男
。
慶
応
二
年
正
月
、
医
学
修
業
の
た
め
藩

医
赤
石
（
の
ち
に
明
石
）
退
蔵
（
適
塾
門
人
）
の
弟
子
と
な
っ
た
。
同

年
十
一
月
九
日
岡
山
を
出
発
長
崎
遊
学
の
途
に
上
り
、
精
得
館
に
入

学
、
医
学
の
修
業
を
始
め
た
。
慶
応
三
年
九
月
五
日
同
館
副
直
、
四

年
五
月
九
日
薬
局
掛
と
な
っ
た
。
幕
府
倒
壊
後
も
ひ
き
つ
づ
き
改
称

さ
れ
た
長
崎
医
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
が
、
明
治
三
年
岡
山
藩
が
藩

医
学
館
を
創
設
す
る
に
あ
た
り
帰
国
を
命
ぜ
ら
れ
、
医
療
器
具
、
オ

ラ
ン
ダ
医
書
を
購
入
し
て
帰
国
、
同
年
五
月
九
日
医
学
館
御
用
掛
、

同
年
六
月
に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
医
学
教
師
ロ
ィ
ト
ル
を
大
阪
か
ら
同
道

し
て
帰
っ
た
（
岡
山
大
学
医
学
部
百
年
史
参
照
）
。

こ
の
純
蔵
が
長
崎
か
ら
郷
里
の
父
兄
縁
者
に
あ
て
た
書
状
十
通
と

そ
の
断
片
五
枚
が
好
本
家
文
書
（
岡
大
図
書
館
蔵
）
の
中
に
あ
る
。
こ

Ｉ
と
腓
筑

よ
土
し
し
そ

精
得
館
医
学
生
好
本
純
蔵
の

長
崎
通
信

中
山
沃

の
う
ち
若
干
の
興
味
あ
る
書
状
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

一
、
慶
応
三
年
二
月
廿
四
日
書
状
「
長
崎
へ
来
て
い
る
日
本
書
生
は

二
千
人
ば
か
り
で
、
そ
の
ほ
か
西
洋
諸
国
人
、
清
朝
人
、
朝
鮮
人

が
お
り
、
物
価
の
高
い
こ
と
に
閉
口
し
て
い
る
」
こ
と
を
報
じ
て

い
る
。

二
、
同
年
三
月
二
十
九
日
書
状
「
長
崎
へ
同
道
し
た
備
前
藩
士
花
房

虎
太
郎
（
の
ち
に
義
質
、
適
塾
門
人
、
宮
内
次
官
、
日
赤
社
長
、
子
爵
）

が
、
長
崎
で
あ
た
か
も
城
の
よ
う
な
商
館
を
建
て
て
い
る
ア
メ
リ

カ
の
鉄
砲
商
人
フ
レ
ン
チ
に
頼
み
、
彼
の
蒸
汽
船
に
久
留
米
藩
士

柘
植
若
太
郎
と
共
に
乗
船
し
三
月
九
日
長
崎
を
密
出
国
、
ホ
ン
コ

ン
、
パ
リ
ー
、
ボ
ス
ト
ン
へ
の
旅
に
向
い
、
ホ
ン
コ
ン
に
無
事
つ

い
た
旨
の
便
り
を
受
け
と
っ
た
」
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
花
房
は
藩

主
の
密
命
を
帯
び
て
海
外
視
察
に
出
た
も
の
で
明
治
元
年
十
月
横
浜

に
帰
着
し
て
い
る
。
こ
の
書
状
は
帰
国
す
る
同
藩
士
平
野
俊
平
（
伊

東
玄
朴
門
人
）
に
託
し
て
い
る
。

三
、
八
月
廿
一
日
書
状
（
年
不
明
、
明
治
初
年
頃
）
「
長
州
属
の
井
上

判
事
が
病
院
に
来
て
言
う
に
は
、
日
本
は
い
つ
も
西
洋
の
糟
粕
を

吸
収
す
る
の
み
で
歎
し
い
。
そ
れ
で
今
か
ら
規
則
を
作
り
勉
励
し
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な
け
れ
ば
彼
を
越
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
議
論
さ
れ
》

塾
生
四
七
名
が
連
名
で
京
都
の
太
政
官
宛
上
書
す
る
こ
と
に
な
り
、

井
上
が
こ
れ
を
携
え
て
上
京
し
た
」
と
報
じ
て
い
る
。

四
、
明
治
元
年
十
一
月
二
日
書
状
「
都
之
城
城
主
島
津
元
丸
、
隠
居

島
津
豊
前
守
の
病
気
治
療
の
た
め
、
九
月
十
四
日
医
学
校
学
頭
長

与
専
斎
の
薬
局
掛
と
し
て
長
崎
を
出
立
し
た
。
都
之
城
で
歓
待
さ

れ
、
帰
途
鹿
児
島
で
御
産
物
、
製
鉄
所
、
布
織
器
械
、
諸
学
校
を

見
学
し
、
驚
嘆
し
た
」
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
ま
た
御
一
新
に
よ

り
、
医
学
校
と
変
称
さ
れ
日
分
も
薬
局
被
仰
付
、
一
ケ
月
五
両
を

も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
喜
び
も
伝
え
て
い
る
。

（
岡
山
大
学
医
学
部
第
二
生
理
学
教
室
）

橋
本
宗
吉
訳
『
蘭
科
内
外
三
法
方
典
』
に
か
れ
の
既
刊
未
刊
計
七

点
の
著
述
目
録
が
出
て
い
る
。
そ
の
な
か
に

㈲
、
シ
ョ
メ
ー
ル
奇
方
袷
輯
畷
本

目
、
西
洋
産
育
全
書
燕

と
い
う
の
が
あ
る
が
、
臼
は
先
年
私
が
東
京
の
古
書
蝉
で
入
手
し
た

『
シ
ョ
メ
ー
ル
西
洋
奇
薬
拾
輯
』
（
四
巻
合
冊
）
と
同
一
書
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
㈲
は
田
中
華
城
旧
茂
、
現
在
大
阪
府
立
図
書
館
所
蔵
の

『
西
説
産
育
手
術
全
書
』
と
同
一
書
で
、
昨
秋
宮
下
三
郎
氏
に
よ
り

そ
の
書
誌
学
研
究
が
発
表
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
（
「
蘭
研
報
告
」
第

二
六
二
号
）
以
上
二
点
に
つ
い
て
私
な
り
の
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。

橋
本
宗
吉
訳
未
刊
の
医
薬
害

二
点
に
つ
い
て

（
大
阪
市
阿
倍
野
区
晴
明
通
六
’
一
八
）

中

lE下
一二」

操
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重
賢
（
一
七
五
八
’
一
八
三
三
）
が
夙
く
医
事
に
少
か
ら
ぬ
関
心
を

抱
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
一
八
○
○
年
春
、
絵
鞆
附
近
の
庖
瘡
蔓

延
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
の
悲
惨
な
姿
を
目
撃
し
、
僻
地
勤

務
者
の
相
次
ぐ
疾
病
、
次
子
の
病
股
を
経
験
し
て
い
る
な
ど
か
ら
も

推
察
で
き
る
が
、
貴
田
惟
邦
あ
て
の
書
簡
は
ロ
シ
ア
の
外
科
医
に
触

れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
裏
書
す
る
。

善
良
で
優
し
く
、
立
派
な
態
度
を
示
し
た
と
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
は
述
べ

て
お
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
対
し
て
は
格
別
な
取
計
い
を
し
て
、
学
問

に
有
益
な
便
宜
を
与
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
彼
は
職
務
の

遂
行
に
当
っ
て
部
下
の
怠
慢
や
放
縦
を
許
さ
な
い
厳
し
さ
が
あ
っ
た

の
を
近
藤
守
軍
に
述
懐
し
て
い
る
。

一
八
一
三
年
、
重
賢
は
足
立
信
頭
と
馬
場
貞
由
が
蝦
夷
地
で
露
語

を
学
ぶ
の
に
尽
力
し
、
あ
ら
ゆ
る
助
力
を
惜
ま
な
か
っ
た
。
即
ち
、

高
橋
重
賢
の
松
前
及
び

長
崎
の
勤
務
に
つ
い
て谷

沢
尚
一

タ
チ
ー
シ
チ
ェ
フ
の
八
仏
露
辞
典
Ｖ
と
リ
ブ
ス
の
Ａ
物
理
書
Ｖ
を
ゴ

ロ
ヴ
｝
一
ン
か
ら
借
用
す
る
の
を
認
め
、
奉
行
所
保
管
の
ペ
テ
ル
ブ
ル

グ
版
八
痘
瘡
予
防
法
Ｖ
を
村
上
貞
廉
に
貸
与
し
て
馬
場
に
書
写
さ
せ
、

右
の
辞
書
を
譲
受
け
す
る
に
も
援
助
し
た
形
跡
が
窺
え
る
。
足
立
と

馬
場
が
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
の
所
持
す
る
二
十
数
冊
の
中
か
ら
、
英
書
を
利

用
し
よ
う
と
せ
ず
仏
語
関
係
に
執
着
し
て
い
る
の
は
奇
異
に
思
え
る

が
、
是
よ
り
先
、
シ
ョ
ー
メ
ル
の
八
百
科
全
書
Ｖ
訳
出
を
命
ぜ
ら
れ
、

既
に
着
手
し
て
い
た
馬
場
の
立
場
を
み
る
と
き
、
そ
の
意
図
が
奈
辺

に
あ
っ
た
か
は
自
明
で
あ
る
。
重
賢
が
両
人
を
し
て
外
交
文
書
の
翻

訳
に
当
ら
せ
た
の
は
、
デ
イ
ア
ナ
号
箱
館
入
港
の
前
後
に
限
ら
れ
て

い
た
。
そ
れ
ま
で
専
ら
露
語
を
習
得
せ
し
め
、
自
ら
両
人
を
帯
同
し

て
箱
館
に
赴
き
、
露
人
放
還
の
日
ま
で
寸
暇
を
惜
む
努
力
を
傾
注
さ

せ
た
の
は
、
時
勢
を
洞
察
し
、
洋
学
の
受
容
を
必
然
と
み
る
独
自
な

判
断
に
よ
り
為
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
足
立
・
馬
場
の
蝦
夷
地
御

用
は
、
も
と
よ
り
外
国
文
書
の
訳
出
に
遺
漏
な
き
を
期
し
た
と
こ
ろ

に
あ
る
が
、
寧
ろ
問
題
の
本
質
を
捉
え
、
従
来
の
偏
見
を
排
し
て
学

習
せ
し
め
、
外
国
語
の
知
識
を
向
上
さ
せ
た
こ
と
に
彼
の
本
領
が
あ

る
と
解
せ
ら
れ
る
。
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さ
れ
ば
こ
そ
》
モ
ウ
ル
と
フ
レ
ー
ブ
ー
ヨ
フ
が
労
を
惜
ま
ず
共
に

協
力
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

奉
行
に
次
ぐ
吟
味
役
の
筆
頭
と
い
う
彼
の
地
位
は
、
実
務
上
の
権

限
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
若
し
、
判
断
の
去
就
を

誤
る
と
き
は
追
罰
を
免
か
れ
得
な
か
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
抑
留
ロ

シ
ア
人
を
公
平
に
扱
い
、
相
互
の
意
思
疏
通
に
有
効
な
機
会
を
与
え

る
英
断
に
よ
っ
て
通
弁
・
翻
訳
の
隙
路
は
克
服
さ
れ
た
。
後
年
、
長

崎
に
於
け
る
適
切
な
措
置
に
対
し
て
シ
ー
ポ
ル
ト
が
感
謝
し
て
い
る

所
以
は
、
重
賢
の
学
問
に
対
す
る
理
解
と
、
そ
れ
を
尊
重
し
た
姿
勢

の
具
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
東
京
都
世
田
谷
区
砧
七
’
十
六
’
四
）

黒
田
清
隆
、
桐
野
利
秋
な
ど
の
献
策
に
よ
り
、
屯
田
兵
例
則
が
布

令
さ
れ
た
の
は
、
一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）
で
あ
っ
た
。
旧
士
族
階

層
を
中
心
と
し
た
こ
の
開
拓
集
団
Ｉ
屯
田
兵
村
が
、
北
海
道
開
拓

に
は
た
し
た
役
割
り
と
意
義
は
特
異
的
な
も
の
が
あ
っ
た
。

屯
田
兵
村
の
分
布
は
、
現
在
の
札
幌
市
の
ほ
か
認
空
知
、
上
川
、

根
室
、
釧
路
、
北
見
な
ど
北
海
道
の
各
地
域
に
広
汎
に
お
よ
ん
で
い

た
。
兵
村
の
数
は
、
三
七
ヶ
村
、
戸
数
は
三
、
三
三
七
戸
と
い
わ
れ

て
い
る
。

当
時
の
北
海
道
は
、
医
師
や
医
療
機
関
の
数
が
極
端
に
す
ぐ
な
く
、

屯
田
兵
村
の
軍
医
の
診
療
活
動
は
、
所
属
の
隊
員
や
家
族
の
み
で
な

く
、
兵
村
地
域
の
一
般
住
民
に
と
っ
て
も
重
要
な
役
割
り
が
あ
っ
た
。

現
在
の
美
唄
市
に
お
い
て
も
、
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
年
）
屯
田

兵
配
備
に
よ
る
軍
医
部
の
設
置
が
こ
の
地
域
に
お
け
る
最
初
の
医
療

屯
出
兵
村
に
お
け
る
医
療

（
第
一
報
）

方
波
見
康
雄
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機
関
で
あ
っ
た
。

美
唄
市
史
に
よ
る
と
、
当
時
の
美
唄
屯
田
騎
兵
隊
に
は
》
陸
軍
一

等
軍
医
上
原
宇
一
が
診
療
に
あ
た
っ
て
い
た
。

屯
田
兵
村
に
お
け
る
医
療
の
資
料
は
、
そ
の
多
く
が
散
逸
し
て
い

る
が
、
演
者
は
、
屯
田
兵
と
そ
の
家
族
の
生
存
者
を
訪
れ
、
当
時
の

医
療
の
状
況
を
調
査
し
、
第
一
報
と
し
て
発
表
す
る
。

（
北
海
道
空
知
郡
奈
井
江
町
）

島
津
氏
は
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
約
七
○
○
年
に
わ
た
っ

て
連
綿
と
し
て
薩
摩
の
治
政
に
あ
た
っ
た
。
第
一
五
代
貴
久
の
こ
ろ

一
五
四
九
年
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
一
行
七
名
が
鹿
児
島
に

上
陸
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
し
は
じ
め
た
の
に
呼
応
し
て
一
五
六

一
年
に
豊
後
か
ら
ア
ル
メ
イ
ダ
が
鹿
児
島
に
派
遣
さ
れ
、
わ
ず
か
九

カ
月
の
間
に
鹿
児
島
の
福
昌
寺
の
忍
室
文
勝
の
眼
病
を
治
療
し
た
。

第
二
五
代
重
豪
は
一
八
世
紀
の
後
半
、
藩
主
現
役
と
し
て
三
二
年
間

と
隠
居
後
も
三
○
年
近
く
藩
政
の
後
見
を
行
っ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語

を
習
得
し
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
チ
チ
ン
グ
、
ズ
ー
フ
、
ブ
ロ
ム
ホ
フ

ら
と
書
信
の
や
り
と
り
を
し
た
り
、
藩
邸
内
に
蘭
亭
を
つ
く
っ
た
り

し
て
蘭
癖
と
い
わ
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
洋
学
の
研
究
は
オ
ラ
ン
ダ
医

学
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
文
政
九
（
一
八
二

六
）
年
に
江
戸
へ
東
上
の
と
き
に
は
シ
ー
ポ
ル
ト
を
大
森
で
出
迎
え
、

江
戸
滞
在
中
、
度
々
そ
の
旅
宿
を
訪
れ
て
西
洋
の
医
学
の
話
を
き
く

薩
摩
の
洋
医
学

森
重
孝

、
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や
ら
診
察
し
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。
二
八
代
斉
彬
は
外
国
の
文
明
発

達
に
興
味
を
も
ち
、
洋
学
の
研
究
を
す
す
め
、
閏
学
者
た
ち
を
優
遇

し
、
閲
害
の
輸
入
や
翻
訳
な
ど
に
力
を
入
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る

と
、
西
洋
諸
国
の
動
き
に
答
え
て
洋
学
の
中
心
は
医
学
か
ら
軍
事
科

学
に
う
つ
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
斉
彬
は
西
洋
医
学
を
修
業
さ

せ
る
た
め
に
長
州
藩
医
青
木
周
弼
の
も
と
に
三
名
の
医
師
を
遊
学
さ

せ
た
り
、
大
阪
の
適
々
斎
塾
へ
七
名
を
入
所
さ
せ
た
り
、
長
崎
で
は

出
島
藺
館
医
デ
ン
ブ
ル
グ
の
も
と
に
一
名
、
ポ
ン
ペ
の
も
と
に
八
名

を
遊
学
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
遊
学
生
の
う
ち
で
い
き
ん
出
て
藩
主
か
ら

重
用
さ
れ
た
八
木
玄
悦
（
称
平
）
が
い
た
。
彼
は
ポ
ン
ペ
の
天
然
痘

に
関
す
る
著
書
を
翻
訳
し
、
安
政
五
年
に
「
散
華
小
言
」
を
あ
ら
わ

し
た
。
の
ち
松
本
良
順
の
門
下
生
と
な
り
、
ポ
ン
ペ
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
松
本
良
順
が
江
戸
へ
行
っ
た
あ
と
、
長
崎
養
生
所
の
病
院
長
と

な
っ
た
が
、
間
も
な
く
辞
め
て
鹿
児
島
に
か
え
り
、
鹿
児
島
の
開
成

所
の
教
授
と
な
り
、
薩
英
戦
争
後
生
蛍
と
い
う
塾
を
開
い
て
い
た
が
、

慶
応
元
年
三
月
一
九
日
三
三
才
の
若
さ
で
死
ん
だ
。
つ
ぎ
に
英
国
公

使
館
付
医
官
ウ
イ
リ
ァ
ム
・
ウ
イ
リ
ス
は
戌
辰
の
役
で
は
じ
め
薩
軍

の
負
傷
者
を
治
療
し
、
明
治
新
政
府
と
な
っ
て
か
ら
は
束
京
医
学
校

兼
大
病
院
長
と
な
っ
た
が
、
西
郷
隆
盛
の
す
す
め
で
、
鹿
児
島
へ
招

か
れ
、
鹿
児
島
医
学
校
お
よ
び
赤
倉
病
院
を
創
設
し
、
鹿
児
島
の
医

学
教
育
に
精
魂
を
か
た
む
け
て
い
た
こ
と
は
薩
摩
の
末
尾
を
飾
る
洋

医
学
の
華
で
あ
っ
た
。

（
鹿
児
島
市
立
病
院
）
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治
病
を
願
う
薬
師
信
仰
は
、
わ
が
国
に
あ
っ
て
は
、
お
よ
そ
奈
良

時
代
か
ら
隆
盛
し
、
そ
の
後
民
衆
の
な
か
に
溶
入
し
な
が
ら
近
世
に

至
り
、
こ
こ
で
は
殆
ん
ど
が
民
間
信
仰
に
変
貌
し
て
広
く
世
間
に
流
、

布
し
た
。
こ
う
し
た
薬
師
信
仰
が
、
『
薬
師
経
』
と
略
称
さ
れ
る
薬

師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
に
起
縁
し
て
い
る
こ
と
は
云
う
を
ま
た

な
い
。『

薬
師
経
』
の
述
べ
る
所
は
、
薬
師
如
来
が
菩
薩
道
を
行
じ
た
と

き
に
十
二
の
大
願
を
発
し
て
、
諸
有
情
を
し
て
常
に
求
め
る
も
の
を

す
べ
て
満
足
さ
せ
、
そ
れ
を
以
て
衆
生
が
菩
提
を
得
る
よ
う
に
と
願

わ
れ
た
。
そ
の
大
願
の
六
番
目
に
、
衆
生
が
身
性
の
下
劣
で
あ
る
た

め
に
生
じ
る
種
々
の
病
苦
は
、
薬
師
如
来
の
名
号
を
聞
き
お
わ
れ
ば

一
切
が
端
正
と
な
り
、
諸
根
完
具
の
状
態
と
な
っ
て
、
そ
こ
で
諸
病

苦
は
消
滅
す
る
の
だ
と
誓
う
。
七
番
目
で
は
、
衆
病
が
逼
切
し
て
苦

薬
師
経
と
薬
師
如
来

瑞
応
伝
と
に
つ
い
て

関
根
正
雄

し
み
が
多
く
て
仕
方
の
な
い
と
き
、
如
来
の
名
号
を
聞
き
お
わ
れ
ば
、

衆
病
は
悉
く
除
か
れ
て
そ
の
身
は
安
楽
と
な
り
、
す
べ
て
満
ち
足
り

て
、
衆
生
は
無
上
菩
提
を
証
得
す
る
と
誓
う
。
そ
し
て
こ
の
経
典
の

後
段
は
、
浄
信
者
の
薬
師
如
来
を
信
仰
す
る
供
養
の
行
為
は
、
薬
師

如
来
の
像
を
造
る
こ
と
、
そ
の
像
の
場
を
荘
厳
に
と
と
の
え
る
こ
と
、

清
浄
を
保
ち
喜
捨
平
等
の
心
を
も
つ
こ
と
、
そ
し
て
此
の
経
典
を
よ

く
読
調
す
る
こ
と
、
な
ど
と
教
え
る
。

『
薬
師
経
』
は
、
薬
師
信
仰
の
実
践
を
か
よ
う
に
示
し
て
い
る
の

で
、
現
実
の
衆
生
は
、
始
め
か
ら
努
め
て
造
寺
・
造
像
・
礼
拝
・
供

養
を
実
行
し
蕊
更
に
『
薬
師
七
仏
本
願
功
徳
経
』
も
よ
ま
れ
て
、
専

ら
薬
師
像
や
十
二
神
将
像
に
祈
念
し
た
。
後
世
の
庶
民
に
至
っ
て
は
、

病
苦
か
ら
免
か
れ
る
こ
と
を
希
求
す
る
の
余
り
、
そ
れ
が
成
功
す
れ

ば
薬
師
さ
ま
に
感
謝
す
る
信
仰
に
と
ど
ま
り
、
『
薬
師
経
』
の
解
脱
．

得
菩
提
の
考
え
を
稀
薄
に
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

享
保
十
二
年
刊
、
超
海
通
性
の
『
薬
師
如
来
瑞
応
伝
』
は
、
薬
師

信
仰
の
霊
験
の
事
例
を
多
数
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
な
か
の
い
く
つ

か
は
、
求
道
者
が
薬
師
経
願
文
の
理
念
を
信
奉
し
た
う
え
で
、
そ
の

霊
験
を
認
容
し
た
如
く
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
大
部
分
の
事
例
で
は
、
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希
求
の
行
為
か
ら
直
ち
に
霊
験
に
至
る
直
接
的
な
民
間
信
仰
の
パ
タ

ー
ン
を
示
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
事
例
は
、
僧
俗
の
成
道
に
関
す
る

も
の
は
、
全
体
の
一
○
％
程
度
に
す
ぎ
ず
、
生
活
の
安
寧
と
眼
・
四

肢
・
皮
層
等
の
治
病
に
関
す
る
も
の
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
。
し

か
も
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
夢
告
の
媒
介
に
よ
っ
て
成
立
し
た
り
、
薬

師
像
か
ら
実
在
的
の
も
の
を
与
え
ら
れ
て
成
立
し
た
り
す
る
。
『
薬

師
経
』
の
教
理
の
信
仰
は
、
民
間
信
仰
に
移
行
し
や
す
い
傾
向
を
も

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
大
田
市
総
合
大
田
病
院
）

糖
尿
病
患
者
の
診
療
に
当
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
臨
床
医
に
と
っ
て
、

糖
尿
病
患
者
の
教
育
、
治
療
に
あ
た
り
、
し
ば
し
ば
経
験
す
る
問
題

点
の
一
つ
は
、
糖
尿
病
を
糖
尿
の
病
気
と
考
え
て
い
る
患
者
の
誤
っ

た
認
識
で
あ
ろ
う
。

こ
の
誤
っ
た
認
識
は
、
当
然
の
結
果
と
し
て
、
一
般
患
者
に
お
い

て
、
「
糖
尿
」
即
「
糖
尿
病
」
で
あ
り
、
逆
に
「
糖
尿
の
消
失
」
は

「
糖
尿
病
の
治
癒
」
と
い
う
思
考
過
程
へ
傾
斜
し
易
く
、
わ
れ
わ
れ

臨
床
医
は
し
ば
し
ば
困
惑
さ
せ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
臨
床
経
験
を
経
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
問
題
点

は
、
一
つ
に
は
「
糖
尿
病
」
と
い
う
疾
患
名
そ
の
も
の
に
も
原
因
が

あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
た
。

疾
患
名
の
名
称
は
、
以
上
の
如
く
社
会
医
学
的
な
面
と
同
時
に
、

医
学
用
語
に
関
す
る
研
究

「
糖
尿
病
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て

’
第
一
報
Ｉ

三
村
悟
郎
＊
・
福
溝
昭
二
秤
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一
に
つ
い
て
は
、
順
天
堂
大
学
医
史
学
教
室
の
資
料
提
供
、
御
指

導
を
得
た
。
二
に
つ
い
て
は
、
在
日
各
国
大
使
館
に
照
会
し
文
書
を

も
っ
て
資
料
を
得
た
も
の
が
大
部
分
で
あ
り
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
、
ブ
イ

三
、
病
名
命
名
の
言
弄

う
疾
患
名
の
位
置
づ
け
。

病
名
命
名
の
言
語

一
、
わ
恥

尿
病
」
な
→

二
、
現
畔

そ
の
由
来
、 現

時
な
る

今
回
は
そ
の
成
績
の
第
一
報
と
し
て
次
の
点
に
つ
き
報
告
し
、
本

学
会
で
の
諸
賢
の
御
批
判
、
御
指
導
を
得
た
い
。

一
、
わ
が
国
に
お
け
る
「
糖
尿
病
」
に
対
す
る
名
称
の
変
遷
と
「
糖

そ
れ
以
上
に
医
学
研
究
上
の
面
に
お
い
て
も
、
あ
る
時
代
、
そ
の
国

に
お
け
る
疾
患
の
と
ら
え
方
を
象
徴
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
従
っ

て
医
学
水
準
を
知
る
一
つ
の
指
標
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
二
つ
の
理
由
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
「
糖
尿
病
」
の
名
称
の

由
来
、
変
遷
を
歴
史
的
な
面
と
、
地
理
学
的
な
面
か
ら
考
察
を
試
み

て
研
究
を
行
っ
て
き
た
。

以
上
三
点
に
つ
き
報
告
す
る
。

学
上
の
分
類
に
お
け
る
「
糖
尿
病
」
と
い

点
に
お
け
る
世
界
各
国
に
お
け
る
本
疾
患
の
名
称
と
、

名
称
の
由
来
。

変
遷
。

ン
ラ
ン
ド
は
直
接
大
使
館
で
調
査
、
中
華
人
民
共
和
国
は
電
話
で
照

会
し
、
得
ら
れ
た
資
料
で
あ
る
。

ま
た
各
国
の
糖
尿
病
研
究
者
に
対
す
る
文
言
照
会
も
同
時
に
行
い
、

そ
の
回
答
に
よ
る
資
料
も
一
部
含
ま
れ
て
い
る
。

（
鵲
熊
本
大
学
体
質
医
学
研
究
所
、
＃
健
康
保
険
八
代
総
合
病
院
循
環
器
科
）
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彼
が
阿
波
藩
医
と
な
っ
て
奥
羽
征
討
に
参
加
し
、
軍
医
と
し
て
偉

大
な
功
績
を
挙
げ
た
こ
と
は
前
報
し
た
（
第
七
二
回
総
会
発
表
￥
彼
は
、

明
治
以
降
寛
（
ゆ
た
か
）
と
改
名
し
た
が
、
史
上
寛
斎
と
称
せ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。
青
年
時
代
豪
商
浜
口
儀
兵
衛
（
梧
陵
）
の
知
遇
を

う
け
、
そ
の
援
助
に
よ
っ
て
同
門
の
佐
藤
尚
中
（
当
時
の
山
口
舜
海
）

と
共
に
長
崎
に
遊
学
し
た
。
時
に
万
延
元
年
十
月
、
彼
三
一
才
で
あ

っ
た
。
長
崎
に
お
い
て
蘭
医
ポ
ン
ペ
、
松
本
良
順
ら
に
就
い
て
西
洋

医
学
を
修
め
、
ポ
ン
ペ
帰
国
と
と
も
に
文
久
二
年
四
月
銚
子
へ
帰
郷

し
た
。
彼
の
多
彩
な
後
半
生
は
こ
れ
か
ら
始
ま
っ
た
。
第
二
報
に
お

い
て
、
彼
が
長
崎
遊
学
中
に
書
き
の
こ
し
た
史
料
、
即
ち
、
「
長
崎

在
学
日
記
」
お
よ
び
「
朋
百
氏
施
療
記
事
」
な
ど
に
拠
っ
て
、
当
時

の
生
活
を
追
い
、
そ
の
人
物
像
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
た
、
当
時
撮

ら
れ
た
写
真
資
料
を
供
覧
し
度
い
。

（
徳
島
市
蔵
本
町
二
丁
目
）

関
寛
斎
の
研
究

第
二
報
長
崎
時
代
の
人
物
像福

島
義
一

私
の
伯
父
、
太
田
甚
之
助
、
美
穂
（
旧
姓
河
原
）
の
も
の
で
、
明

治
一
六
年
か
ら
二
○
年
一
月
の
卒
業
ま
で
。
卒
業
時
の
学
友
会
名
簿

に
よ
る
と
、
奇
し
く
も
医
史
学
の
大
家
、
富
士
川
瀞
、
尼
子
四
郎
先

生
と
同
級
で
、
両
先
生
と
も
同
じ
講
義
を
う
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

ノ
ー
ト
の
分
量
は
膨
大
な
も
の
で
、
「
迷
蒙
蘭
度
」
や
雑
記
の
短

か
い
も
の
も
あ
る
が
、
講
義
筆
記
が
主
で
、
和
紙
袋
紙
の
大
福
帖
を

短
か
く
半
分
に
し
た
形
（
今
の
Ｂ
６
大
）
四
○
’
六
○
枚
を
一
綴
り
と

し
た
も
の
、
こ
れ
を
四
’
六
で
大
冊
に
ま
と
め
た
も
の
、
別
に
色
表

紙
の
つ
い
た
既
成
ノ
ー
ト
Ｂ
６
大
と
Ａ
５
大
も
あ
る
。
毛
筆
の
墨
書

き
で
、
き
れ
い
に
清
書
さ
れ
、
半
面
の
字
数
は
二
○
字
一
四
’
一
七

行
で
一
枚
両
面
六
○
○
字
四
○
○
字
原
稿
用
紙
に
し
て
一
綴
六
○
○

枚
、
全
体
で
は
そ
の
二
○
倍
は
あ
り
、
一
万
枚
以
上
に
な
る
。
え
ら

く
勉
強
し
た
あ
と
が
し
の
ば
れ
る
。
書
写
体
の
ド
イ
ツ
語
は
横
書
き

広
島
医
学
校
の
学
生
ノ
ー
ト

明
治
十
六
年
か
ら

太
田
典
礼
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で
》
解
剖
の
略
図
も
書
い
て
あ
り
》
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
朱
書
き
も
あ
る
。

内
科
、
外
科
と
も
三
○
綴
、
婦
人
病
六
、
眼
科
七
、
薬
剤
五
。
日

付
の
な
い
の
も
あ
る
が
、
最
初
の
日
付
は
、
明
治
一
六
年
七
月
一
七

日
、
第
壱
号
、
外
科
筆
記
。
第
壱
号
内
科
総
論
三
月
三
日
は
年
不
明

だ
が
、
一
六
年
な
ら
こ
れ
が
は
じ
ま
り
で
、
一
七
年
に
つ
づ
く
。
内

科
、
脳
病
論
は
医
学
士
佐
野
竜
太
郎
口
述
、
外
科
、
皮
層
病
論
、
楳

毒
病
論
・
局
所
解
剖
学
は
、
医
学
士
斎
藤
為
信
講
義
、
婦
人
病
論
は
、

更
井
久
庸
先
生
、
眼
科
、
医
学
士
伴
野
秀
堅
。
薬
剤
学
処
方
学
、
後

藤
教
授
受
持
、
調
剤
学
、
福
山
教
諭
受
持
・
こ
の
他
口
述
者
の
明
か

で
な
い
も
の
に
脊
髄
病
及
末
梢
神
経
病
論
、
診
断
筆
記
（
附
検
尿
法
）

病
床
診
断
記
事
（
一
八
年
従
四
月
至
六
月
）
、
広
島
県
病
院
薬
局
方
抜

奉
（
一
八
年
一
月
）
普
通
動
物
学
、
薬
用
動
物
論
篇
、
動
植
物
寄
生

物
一
覧
表
、
分
析
学
初
歩
が
あ
り
、
写
本
は
、
創
傷
伝
染
病
（
コ
ッ

ホ
）
一
般
療
法
、
空
気
篇
、
（
東
京
大
学
教
授
樫
村
清
徳
、
明
治
一
七
年
一

月
出
版
）
台
州
園
記
聞
（
漢
方
医
学
）
な
ど
が
あ
る
。

内
容
の
詳
細
検
討
は
時
日
を
要
す
る
の
で
、
今
回
は
概
括
に
と
ど

め
る
。
甲
種
医
学
校
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
が
、
各
科
は
ま
だ
余
り
分

科
さ
れ
て
い
な
い
し
、
医
学
士
は
貴
重
な
存
在
で
教
授
の
数
も
少
な

く
》
一
人
で
い
ろ
ん
な
講
義
を
し
て
い
る
。
内
容
は
以
外
に
高
度
だ

が
、
最
初
か
ら
臨
床
講
義
で
基
礎
医
学
は
手
う
す
。
西
洋
医
の
速
成

教
育
の
せ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
か
各
地
の
医
学
校
は
ほ
と
ん
ど
二

○
年
に
廃
校
に
な
っ
た
。
広
島
医
学
校
も
こ
の
中
に
は
い
る
。

（
太
田
リ
ン
グ
研
究
所
）
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我
国
で
、
医
師
が
患
者
を
診
る
の
に
必
要
な
検
査
は
、
尿
を
調
べ

る
こ
と
な
ど
既
に
江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
認
公
衆
衛

生
上
の
水
質
検
査
の
よ
う
な
こ
と
も
、
医
師
が
行
っ
た
事
実
の
あ
る

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で
医
師
の
手
で
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
今
日
の
衛
生
検
査
技
師
や
臨
床
検
査
技
師
の
よ
う
に
、
医

師
で
は
な
く
、
半
ば
そ
れ
か
ら
独
立
し
て
か
か
る
検
査
の
み
に
従
事

す
る
技
術
者
（
検
査
技
術
者
と
呼
）
は
、
明
治
維
新
後
の
急
激
な
伝

染
病
の
流
行
な
ど
に
伴
う
衛
生
上
の
必
要
か
ら
、
先
ず
こ
の
方
面
で

誕
生
し
た
。
一
方
、
明
治
の
終
り
ご
ろ
か
ら
、
軍
隊
の
病
院
に
お
い

て
疾
病
予
防
あ
る
い
は
診
断
の
た
め
に
必
要
な
医
療
面
の
検
査
が
専

こ
と
を
こ
れ
ま
で
に
も
報
告
し
た
。

医
療
及
び
保
健
衛
生
面
に
お
け
る

検
査
技
術
者
の
歴
史

Ｉ
衛
生
検
査
技
師
か
ら
臨
床

検
査
技
師
へ
の
史
的
推
移
Ｉ谷

島
清
郎

門
化
さ
れ
、
こ
の
検
査
に
従
事
す
る
検
査
技
術
者
が
養
成
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
検
査
技
術
者
の
発
展
過
程
を
、
特
に

検
査
技
術
者
の
名
称
お
よ
び
検
査
技
術
者
が
従
事
し
た
検
査
の
内
容

を
主
眼
に
し
て
調
べ
、
彼
等
が
保
健
衛
生
お
よ
び
医
療
の
両
方
面
に

お
い
て
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
今
日
の
衛
生
検
査
技
師
へ
発
展
し

た
の
か
、
そ
の
史
的
推
移
を
求
め
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
臨
床
検
査

技
師
へ
と
移
行
し
て
行
っ
た
事
情
、
ま
た
そ
の
間
に
あ
る
問
題
点
な

ど
を
考
察
し
て
み
た
い
。（

金
沢
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
衛
生
技
術
科
）
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享
和
年
間
種
子
島
家
、
郡
奉
行
羽
生
道
潔
一
代
記
録
の
長
崎
出
島

見
聞
の
一
節
で
あ
る
。
出
島
に
関
す
る
種
々
の
絵
図
或
は
生
活
絵
図
、

見
聞
記
は
他
に
も
見
ら
れ
る
が
避
遠
の
島
、
種
子
島
の
一
武
士
が
如

何
に
出
島
を
珍
し
く
見
、
又
詳
細
に
記
録
に
止
め
た
か
は
彼
の
学
者

と
し
て
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
種
子

島
材
の
売
却
の
為
め
、
長
崎
に
行
き
順
風
を
得
ぬ
ま
ま
滞
留
し
た
一

ヶ
月
間
を
公
儀
の
命
を
受
け
て
来
朝
し
た
蘭
医
列
狄
の
門
人
良
雄
幸

載
に
つ
て
を
求
め
て
出
島
内
を
見
学
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
船
人
港
時
の
模
様
、
船
の
大
き
さ
、
船
荷
積
下
し
の
堅

固
さ
、
人
夫
の
着
衣
、
長
崎
町
人
頭
の
状
態
を
記
し
、
良
雄
氏
の
交

宜
に
よ
る
出
島
オ
ラ
ン
ダ
医
官
列
狄
と
の
出
会
い
、
出
島
の
彼
の
治

療
室
の
状
況
、
薬
所
に
於
け
る
患
者
の
治
療
の
様
子
治
療
機
具
を
記

し
、
列
狄
が
治
療
中
に
室
の
鏡
に
自
分
の
顔
貌
を
写
し
こ
れ
を
道
潔

種
子
島
住
人
の
出
島
見
聞
録

殊
に
オ
ラ
ン
ダ
医
官
列
狄
と
良
雄
幸
載

河
内
一

郎

は
「
一
身
の
保
護
至
極
大
切
に
守
る
も
の
な
り
」
と
感
服
し
て
い
る
。

或
は
蘭
人
の
着
衣
、
帽
子
を
細
密
に
つ
づ
り
、
黒
人
の
風
貌
、
着
衣

動
作
に
及
ん
で
い
る
。
な
ほ
列
狄
の
馳
走
を
受
け
た
際
の
作
法
の
模

様
な
ど
興
味
深
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
又
列
狄
に
は
遊
女
に

生
ま
せ
た
幼
女
が
あ
り
、
彼
の
愛
情
こ
ま
や
か
さ
に
感
服
し
、
オ
ラ

ン
ダ
人
の
篤
実
さ
を
讃
め
て
い
る
。

治
療
見
学
の
後
出
島
内
を
見
学
す
る
の
で
あ
る
が
、
か
な
り
丁
寧

な
出
島
の
見
取
図
を
作
っ
て
い
る
。
た
ま
た
ま
賭
中
で
あ
っ
た
の
で
、

調
理
の
様
子
、
食
事
の
と
り
方
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
其
の
後
、
良

雄
氏
を
通
じ
て
列
狄
に
揮
毫
を
所
望
、
オ
ラ
ン
ダ
文
字
に
よ
る
色
紙

二
枚
を
入
手
し
て
い
る
。
良
雄
氏
も
又
「
本
朝
広
大
な
り
と
い
へ
ど

も
今
人
倫
全
く
守
り
居
る
は
阿
蘭
陀
也
、
生
死
共
に
天
性
に
順
ひ
、

五
情
の
道
を
貴
ぶ
、
君
子
国
也
」
と
述
べ
道
潔
は
続
け
て
「
律
儀
な

る
事
此
の
国
に
見
て
心
中
恥
か
し
き
事
多
し
」
と
答
え
て
い
る
。
道

潔
の
オ
ラ
ン
ダ
人
観
と
も
云
へ
よ
う
。
良
雄
幸
載
な
る
医
人
と
オ
ラ

ン
ダ
医
官
列
狄
な
る
人
物
を
中
心
に
述
べ
た
。

（
鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
九
八
二
三
）
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古
語
、
と
く
に
そ
の
語
原
や
、
成
句
・
埋
諺
な
ど
を
材
料
と
し
て
、

諸
民
族
の
身
体
意
識
・
臓
器
観
念
と
い
っ
た
も
の
の
様
態
や
変
遷
を

窺
知
比
較
し
て
み
よ
う
と
す
る
試
み
を
の
べ
て
き
た
。

初
回
に
は
、
日
本
語
の
中
で
、
現
代
西
欧
語
と
ち
が
っ
て
、
方
言

量
が
き
わ
め
て
大
で
僅
諺
・
成
句
も
多
く
見
ら
れ
、
同
形
異
義
語
も

少
く
な
い
反
面
で
、
生
理
的
機
能
は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
と
見
な
し
う
る

下
肢
の
主
機
能
が
個
体
の
支
持
と
空
間
的
移
動
（
直
立
・
歩
行
）

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
下
肢
部
分

を
長
さ
の
基
準
に
し
た
り
、
下
肢
長
管
骨
を
食
品
と
し
て
の
骨
髄
の

代
表
的
存
在
部
位
と
見
な
し
た
点
な
ど
は
、
下
肢
と
い
う
身
体
部
分

に
つ
い
て
の
古
代
人
の
器
官
意
識
に
、
現
代
と
は
ち
が
っ
た
側
面
を

与
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

比
較
語
学
的
方
法
に
よ
る
身
体

意
識
史
検
討
の
試
み
（
三
）

三
輪
卓
爾

ツ
ム
ジ
（
旋
毛
）
を
中
心
に
考
察
し
た
。

ま
た
前
回
は
、
生
理
的
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
が
そ
の
正
当
な

認
識
は
近
代
に
な
っ
た
、
し
か
も
体
表
部
分
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
め
ず
ら
し
く
大
和
言
葉
の
中
に
呼
称
の
存
在
し
た
脳
・
骨
髄
に

つ
い
て
の
べ
た
。

今
回
は
す
べ
て
の
古
代
民
族
に
と
っ
て
も
生
理
的
機
能
が
基
本
的

に
は
自
明
周
知
で
あ
っ
た
生
体
部
分
と
し
て
四
肢
と
そ
の
部
分
を
と

り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

（
東
京
女
子
医
大
消
化
器
病
セ
ン
タ
ー
）
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日
本
に
お
け
る
歯
科
医
の
教
育
機
関
が
で
き
た
の
は
、
高
山
紀
斎

（
一
八
五
○
’
一
九
三
三
）
に
よ
っ
て
高
山
歯
科
医
学
院
は
創
立
さ
れ

た
の
が
は
じ
め
て
で
あ
り
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
○
）
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
入
学
資
格
と
し
て
は
一
五
才
以
上
の
普
通
学
を
修
め
た

者
と
な
っ
て
お
り
、
修
業
年
限
は
三
ヶ
年
で
あ
っ
た
。
歯
科
医
学
専

門
学
校
が
正
式
に
認
可
さ
れ
た
の
は
、
明
治
四
○
年
（
一
九
○
七
）
の

こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
制
度
は
第
二
次
大
戦
後
の
新
し
い
教
育
制
度

の
制
定
ま
で
つ
づ
い
た
。

女
子
歯
科
医
の
日
本
に
お
け
る
誕
生
は
、
高
橋
孝
子
が
嗜
矢
で
あ

る
。
彼
女
は
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
に
第
一
回
歯
科
医
師
試
験
に

合
格
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
女
の
父
高
橋
富
士
松
は
江
戸
日
本
橋
に

お
い
て
、
歯
科
を
業
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
女
は
歯
科
学
を
学

ぶ
機
会
に
は
恵
ま
れ
た
と
は
思
わ
れ
る
が
、
大
き
な
努
力
を
は
ら
っ

明
治
時
代
の
女
子
歯
科
医
師

教
育
に
つ
い
て

本
間
邦
則

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
量
さ
れ
る
。

女
子
の
歯
科
医
学
校
へ
の
入
学
は
、
明
治
四
二
年
七
月
三
○
日
の

日
本
歯
科
医
学
校
第
一
回
卒
業
記
念
写
真
に
、
卒
業
生
六
五
名
の
中

に
女
子
九
名
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
時
代
の
女
子
歯

科
学
生
の
こ
と
が
推
定
さ
れ
よ
う
。

東
京
女
医
学
校
が
吉
岡
弥
生
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
の
は
、
明
治

三
七
年
（
一
九
○
四
）
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
女
子
歯
科
学
生
の
誕
生

は
そ
れ
と
比
較
し
て
も
遅
い
と
は
云
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
と

も
に
、
女
子
歯
科
学
生
は
、
最
初
は
男
女
共
学
の
も
と
に
学
ん
だ
と

い
う
興
味
あ
る
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
制
度
は
、
大
正

九
年
（
一
九
二
○
）
に
日
本
歯
科
医
学
校
（
夜
間
部
）
の
廃
止
と
と
も

に
消
滅
し
て
お
り
、
女
子
歯
科
医
の
教
育
は
大
正
一
五
年
（
一
九
二

六
）
に
女
子
歯
科
医
学
専
門
学
校
の
認
可
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。そ

こ
で
、
明
治
時
代
に
男
子
学
生
と
と
も
に
学
ん
だ
女
子
歯
科
学

生
に
つ
い
て
、
当
時
の
歯
科
教
育
と
と
も
に
調
査
報
告
し
た
い
と
思

》
っ
。

（
新
潟
県
岩
船
郡
山
北
町
府
屋
四
九
一
）
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帝
王
切
開
と
い
う
語
は
、
子
宮
壁
切
開
に
よ
る
児
の
娩
出
に
対
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
手
術
は
西
洋
で
は
古
く
は
生
児
を
え
る

た
め
に
、
死
ん
だ
母
体
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、
ま
た
と
き
に
は
子
宮

外
妊
娠
に
対
す
る
切
開
分
娩
の
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

本
邦
で
は
雄
略
天
皇
の
三
年
（
四
五
九
Ａ
。
Ｄ
・
）
に
、
拷
播
皇
女
の

死
後
、
腹
部
切
開
に
よ
り
妊
娠
の
有
無
を
確
か
め
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
お
り
、
腹
中
よ
り
水
の
如
き
も
の
と
石
と
が
出
た
た
め
、
妊
娠
が

否
定
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
卵
巣
腫
瘍
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
水
は

羊
水
、
石
は
変
性
し
た
胎
児
の
誤
認
と
い
う
解
釈
も
あ
り
う
る
。
し

か
し
こ
れ
を
以
て
わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の
帝
王
切
開
と
い
う
の
は

無
理
で
あ
ろ
う
。

現
在
本
邦
に
お
け
る
最
初
の
帝
王
切
開
と
し
て
定
説
化
し
て
い
る

の
は
、
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
四
月
二
五
日
（
太
陽
暦
の
六
月
一
二

本
邦
に
お
け
る
最
初
の

帝
王
切
開
術
に
つ
い
て

石

原

力

日
）
、
伊
古
田
純
道
と
岡
部
均
平
と
に
よ
り
、
現
在
の
埼
玉
県
飯
能

市
地
内
で
行
な
わ
れ
た
症
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
死
亡
胎
児
に
対
し
、

子
宮
体
部
切
開
を
行
な
い
、
母
体
の
危
険
を
救
っ
た
も
の
で
、
伊
古

田
純
道
に
よ
る
詳
細
な
記
録
が
発
見
さ
れ
た
た
め
周
知
さ
れ
る
に
い

た
っ
た
。
な
お
小
川
鼎
三
教
授
に
よ
れ
ば
、
恐
ら
く
同
年
岡
部
均
平

は
第
二
回
の
帝
王
切
開
を
行
な
い
、
産
婦
の
生
命
は
と
り
と
め
た
模

様
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

つ
い
で
明
治
初
年
の
コ
レ
ラ
大
流
行
の
折
、
東
京
深
川
在
住
の
某

医
の
妻
が
コ
レ
ラ
で
死
亡
し
た
の
で
、
夫
の
医
師
が
帝
王
切
開
術
を

行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
警
察
か
ら
死
体
殴
担
の
疑
い
で
取
調
べ
を
う
け

た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
仔
細
、
殊
に
胎
児
の
生
死
如
何

は
興
味
深
い
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
死
ん
だ
母
体

に
対
す
る
帝
王
切
開
の
最
初
と
思
わ
れ
る
。

明
治
一
八
年
四
月
二
八
日
福
岡
医
学
校
で
池
田
陽
一
と
大
森
治
豊

と
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
勺
○
国
。
手
術
は
、
こ
の
種
の
帝
王
切
開
術

と
し
て
は
本
邦
最
初
で
あ
り
、
母
児
と
も
経
過
良
好
で
退
院
し
て
い

プ
（
》
Ｏ

同
じ
明
治
一
八
年
七
月
二
三
日
東
京
大
学
医
学
部
第
一
医
院
で
、
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閏
医
ぐ
四
コ
号
同
国
①
苞
①
目
の
執
刀
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
体
部
切
開

は
、
生
児
に
対
す
る
古
典
的
帝
王
切
開
と
し
て
は
本
邦
最
初
と
み
ら

れ
る
。
宮
下
俊
吉
に
よ
る
詳
細
な
報
告
が
あ
り
、
私
は
こ
れ
に
つ
い

て
昭
和
二
九
年
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
あ
ま
り
ま
だ
一
般
に
知

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
若
干
の
手
術
報
告
が
あ
る
が
、
明
治
三
五
年
二
月
木
下
正

中
が
株
儒
の
一
例
に
行
な
っ
た
の
が
有
名
で
、
一
部
で
は
こ
れ
が
本

邦
噴
矢
と
誤
ま
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
日
常
的
手
術
と
し
て

の
帝
王
切
開
術
の
初
め
と
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。

帝
王
切
開
各
術
式
毎
の
本
邦
最
初
例
に
つ
い
て
考
証
す
る
こ
と
も

興
味
深
い
が
、
今
回
は
省
略
す
る
。

（
虎
の
門
病
院
産
婦
人
科
）

一
七
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ｚ
①
君
砕
尉
口
８
の
推
進
母

体
旨
ぐ
回
亘
①
○
畠
①
鴨
の
国
。
己
①
ら
に
よ
る
ガ
ス
研
究
は
一
八

世
紀
卑
討
昌
旦
に
よ
る
○
》
》
ｚ
唖
○
な
ど
の
発
見
へ
と
つ
づ
い
た
。

吸
入
は
消
化
器
か
ら
の
吸
収
と
と
も
に
体
内
と
り
こ
み
の
ル
ー
ト
と

し
て
は
古
い
の
で
あ
る
が
、
ガ
ス
物
理
・
化
学
の
治
療
へ
の
応
用
ｌ

両
国
①
匡
日
囚
威
、
目
①
ａ
ｎ
言
①
は
一
八
世
紀
末
国
①
＆
。
①
い
に
よ
っ
て

試
み
ら
れ
た
。
史
上
初
の
ガ
ス
吸
入
に
よ
る
麻
酔
効
果
の
記
載
（
ｚ
婚
○
》

ロ
四
目
岳
ｇ
）
は
以
上
の
背
景
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。

笑
気
ボ
ン
ベ
は
一
八
五
○
’
六
○
年
代
に
入
手
可
能
と
な
っ
た
が
、

吸
入
麻
酔
は
エ
ー
テ
ル
、
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
に
よ
っ
て
普
及
を
み
た
。

吸
入
麻
酔
の
量
的
検
討
の
第
一
歩
、
既
知
蒸
気
量
を
与
え
る
こ
と
は

ｍ
ｐ
Ｏ
葛
に
よ
っ
て
行
わ
れ
本
に
ま
と
め
ら
れ
た
つ
八
四
七
、
一
八
五

八
）
。
ｇ
ｏ
葛
は
麻
酔
医
と
し
て
専
従
し
た
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
に
お
け
る
医
師
と
い
う
職
業
は
資
格
試
験
機

麻
酔
の
発
展
に
関
す
る
考
察栗

本
宗
治
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は
区
別
さ
れ
た
。

関
と
し
て
の
罰
○
冒
一
ｎ
ｏ
扁
鴨
具
勺
ご
巴
。
冨
自
印
具
Ｆ
ｏ
ａ
Ｏ
目
の

設
立
（
一
五
一
八
）
に
よ
っ
て
確
立
を
み
た
と
い
わ
れ
る
。
○
〆
ウ
ロ
‐

后
①
）
詞
＆
巴
Ｃ
Ｏ
扁
胃
》
詞
昌
昌
曾
ｇ
①
蔓
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
社

会
と
学
問
、
職
業
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
示
唆
に
と
む
。
ま
た
数
多

職
業
種
の
発
達
に
お
い
て
”
昌
巴
○
畠
①
唱
は
モ
デ
ル
と
目
さ
れ

た
と
も
い
う
。

産
業
革
命
後
期
一
九
世
紀
に
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
康
宛
①
‐

甘
円
目
、
が
進
行
し
た
。
一
般
教
育
、
医
育
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

Ｆ
Ｃ
ｐ
８
目
と
両
＆
国
旨
爾
大
学
新
設
、
ど
の
ａ
８
－
Ｐ
ｇ
届
闇
制

定
、
そ
し
て
宛
昌
昌
、
昌
①
鴨
の
機
能
は
卒
後
教
育
へ
と
移
っ
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
旺
ん
と
な
り
（
ラ
ン
セ
ッ
ト
一
八
二
三
ｌ
）
、
医

師
会
は
結
成
さ
れ
た
（
一
八
三
二
）
。

学
問
分
科
は
進
み
〃
学
会
″
が
生
れ
た
。
旨
＆
旨
巴
曾
ｇ
①
ご
昌

冒
且
○
国
（
一
七
七
三
Ｉ
）
を
中
心
に
臨
床
関
係
の
も
の
は
集
っ
て

今
世
紀
詞
畠
巴
曹
ｇ
①
ご
具
冨
の
＆
の
言
①
と
な
っ
た
。
ど
の
学
会

も
学
問
交
流
の
場
と
し
て
、
専
門
医
試
験
の
詞
昌
巴
ｏ
昌
品
①
と

今
世
紀
二
度
の
大
戦
を
経
て
基
幹
産
業
と
サ
ー
ビ
ス
の
社
会
化
が

指
向
さ
れ
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
制
定
を
み
た
。

麻
酔
は
こ
れ
に
よ
っ
て
他
の
臨
床
分
科
と
全
く
同
格
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

解
体
新
書
は
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
、
通
仙
散
は
ベ
ド
ォ
ズ
の
頃
で
あ

‐
る
。
エ
ー
テ
ル
お
よ
び
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
の
受
容
は
十
数
年
を
隔
て
て

い
な
い
。
笑
気
も
麻
酔
器
も
紹
介
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
世
紀
後
占

領
軍
に
よ
る
米
国
医
学
講
習
会
に
お
い
て
、
欧
米
に
お
け
る
進
歩
に

お
ど
ろ
か
さ
れ
た
、
わ
が
国
麻
酔
は
局
所
麻
酔
や
直
腸
麻
酔
に
萎
縮

し
て
い
た
（
軍
関
係
な
ど
で
麻
酔
器
に
よ
る
吸
入
麻
酔
へ
の
努
力
が
な
い

わ
け
で
は
な
か
っ
た
）
。

以
上
は
麻
酔
周
辺
を
含
む
近
代
社
会
に
お
け
る
医
の
発
展
の
一
コ

マ
で
あ
る
が
職
業
、
教
育
、
学
問
を
と
わ
ず
社
会
性
の
重
要
さ
が
う

き
ぽ
り
さ
れ
る
。

（
大
阪
医
科
大
学
、
麻
酔
科
）
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従
来
、
梅
毒
起
源
史
の
研
究
は
い
ろ
い
ろ
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
を
大
別
す
る
と
、
地
理
的
な
ら
び
に
歴
史
的
考
察

に
要
約
さ
れ
る
。
前
者
は
梅
毒
を
旧
大
陸
と
新
大
陸
と
に
夫
々
想
定

す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
こ
れ
ら
に
史
的
な
ら
び
に
前
史
的
考
察

を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
最
近
は
更
に
時
代
を
遡
行
し
て
微
生
物
遺

伝
学
的
考
察
を
加
え
た
論
義
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

史
的
考
察
の
代
表
的
学
説
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
説
で
あ
っ
て
、
’
四
九

三
年
以
後
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
探
険
隊
々
員
が
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
か
ら
も
ら
っ
た
梅
毒
を
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
に
も
ち
帰
え
り
、
ひ
ろ
め
た
、

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
は
現
今
ほ
ぼ
定
説
化
し
て
い
る
。

前
史
的
考
察
は
考
古
人
類
学
的
研
究
で
あ
っ
て
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
説

を
認
め
た
上
で
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
達
の
梅
毒
は
彼
ら
の

祖
先
か
ら
受
つ
が
れ
た
も
の
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
論
を
更
に
展
開

す
れ
ば
、
梅
毒
の
東
ア
ジ
ア
起
源
説
が
推
論
さ
れ
る
。

梅
毒
の
起
源
に
つ
い
て
の
一
考
察

吉
井
善
作

演
者
は
こ
こ
に
重
要
文
献
二
篇
を
紹
介
し
よ
う
。

そ
の
一
つ
は
足
立
文
太
郎
（
一
八
九
四
）
の
論
文
で
あ
る
。
彼
は
明

治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
、
東
京
・
葛
飾
の
古
作
貝
塚
よ
り
出
土
し
た

か

人
骨
が
石
器
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
梅
毒
性
変
化
が
認
め
ら
れ
た
、

と
述
べ
た
。
之
に
対
し
、
土
肥
慶
蔵
（
一
九
一
二
）
は
真
向
か
ら
反
論

し
た
。今

一
つ
の
文
献
は
、
鈴
木
尚
（
一
九
六
三
）
の
著
書
で
あ
っ
て
、

彼
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
、
東
京
・
鍜
治
橋
濠
底
よ
り
出
土
し
た

人
骨
二
○
余
体
中
三
体
に
梅
毒
性
変
化
を
認
め
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
ｊ７２

し
か
し
乍
ら
、
彼
は
計
測
値
か
ら
こ
れ
ら
人
骨
の
古
墳
時
代
的
特
徴
く

を
と
ら
え
た
も
の
の
、
梅
毒
伝
来
史
か
ら
み
て
室
町
時
代
中
期
の
も

の
と
推
定
し
た
。

以
上
の
文
献
に
つ
い
て
演
者
は
評
価
批
判
を
加
え
、
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
梅
毒
起
源
説
の
可
能
性
を
探
ぐ
り
出
し
た
い
。

（
山
口
大
学
医
学
部
微
生
物
学
教
室
）
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閲
学
期
の
雛
訳
医
学
書
の
な
か
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
医
書
を
原
著

と
す
る
も
の
が
少
な
い
。
わ
た
く
し
は
パ
レ
、
ド
・
ラ
・
フ
ァ
ィ
ュ
、

リ
シ
ュ
ラ
ン
、
サ
バ
テ
ィ
エ
ら
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
そ
の
著
者
と
著
書
に
つ
い
て
述
べ
る
。

田
パ
レ
シ
ョ
耳
○
菌
①
弔
色
乱
（
一
五
一
○
’
九
○
）
は
理
髪
師
の

出
身
で
あ
る
が
、
パ
リ
の
オ
テ
ル
デ
ィ
ュ
病
院
で
外
科
を
学
び
、
軍

属
と
し
て
従
軍
し
、
国
王
の
侍
医
に
出
世
し
、
近
世
外
科
学
の
父
と

よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
楢
林
鎮
山
の
「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
（
一
七

○
六
、
寛
永
三
）
は
、
パ
レ
の
外
科
書
の
閲
訳
を
抄
訳
し
た
も
の
で
、

西
洋
医
学
書
の
最
初
の
雛
訳
書
と
い
わ
れ
て
い
る
。
西
玄
哲
の
「
金

瘡
跣
撲
療
治
之
書
」
や
伊
良
子
光
顕
の
「
外
科
訓
蒙
図
彙
」
は
、
宗

伝
の
金
瘡
跣
撲
部
に
よ
る
。
ま
た
杉
田
玄
白
ら
の
解
体
新
書
の
付
図

引
用
書
「
ア
ン
ブ
ル
外
科
書
解
体
篇
」
は
、
パ
レ
の
害
の
こ
と
で
あ

藺
医
学
耆
の
原
著
者
と
し
て
の

フ
ラ
ン
ス
医
学
者

古

川

明

ろ
う
ｃ②

ド
・
ラ
・
フ
ァ
イ
ユ
⑦
の
。
品
の
⑳
号
訂
蜀
畠
①
二
六
九
九

’
一
七
八
こ
は
オ
テ
ル
デ
ィ
ュ
病
院
で
外
科
を
学
び
、
一
七
三
一
年

に
外
科
主
任
と
な
っ
た
。
の
ち
に
軍
医
と
な
り
、
四
肢
外
傷
の
副
子

を
考
案
し
た
。
蘭
学
で
は
姪
刺
華
以
越
デ
ラ
ハ
ィ
ェ
の
名
で
よ
ば
れ
、

わ
が
国
最
初
の
生
理
学
書
、
高
野
長
英
の
「
医
原
枢
要
」
（
一
八
一
三
一
、

天
保
三
）
に
、
そ
の
著
書
が
参
考
に
さ
れ
た
。

③
リ
シ
ュ
ラ
ン
シ
昌
巴
日
の
１
国
巴
昏
閉
画
『
四
号
①
国
ａ
（
一
七

七
九
’
一
八
四
○
）
は
パ
リ
で
医
師
と
な
り
、
一
八
○
一
年
に
有
名
な

生
理
学
書
を
著
し
た
。
サ
ン
ル
ィ
病
院
の
外
科
医
長
、
パ
リ
医
学
校

教
授
と
な
り
、
科
学
と
人
類
愛
へ
の
貢
献
で
男
爵
を
授
け
ら
れ
た
。

そ
の
著
書
は
利
摂
蘭
度
リ
セ
ラ
ン
ド
の
名
で
、
広
瀬
元
恭
の
「
人
身

究
理
」
（
一
八
五
五
、
安
政
二
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
川
本
幸
民
、

箕
作
玩
甫
、
堀
内
英
堂
の
雛
訳
書
や
、
緒
方
洪
庵
の
「
病
学
通
論
」
、

帆
足
万
里
の
「
窮
理
通
」
も
、
か
れ
の
著
書
を
参
考
に
し
た
と
い
わ

れ
る
。

側
サ
バ
テ
ィ
エ
詞
砦
冨
①
〒
国
①
目
ぐ
①
己
屋
Ｆ
齪
冨
は
①
【
（
一
七

三
二
’
一
八
二
）
は
外
科
医
も
２
茸
や
く
日
日
里
の
も
と
で
外
科

勺
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会
員
と
な
り
、
ナ
ポ
レ
」

藺
訳
（
一
七
八
○
）
は
邦

し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

を
学
び
、
一
七
五
六
年
に
は
解
剖
学
者
と
し
て
の
地
位
も
得
た
。
ア

ン
ワ
リ
ー
ド
病
院
の
外
科
主
任
、
科
学
お
よ
び
外
科
ア
カ
デ
ミ
ー
の

会
員
と
な
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
侍
医
に
選
ば
れ
た
。
解
剖
書
の

蘭
訳
（
一
七
八
○
）
は
邦
訳
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
和
田
文
庫
の
蔵
書
と

（
篠
原
病
院
、
東
京
都
杉
並
区
）

、
バ
タ
ビ
ャ
文
書
館
に
あ
る
一
八
二
五
年
十
二
月
二
日
附
で
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
・
バ
タ
ビ
ャ
か
ら
日
本
に
送
ら
れ
た
書
籍
四
三
部
、
そ
の
代
価

一
二
五
○
グ
ル
デ
ン
一
六
ス
タ
イ
ヘ
ル
の
勘
定
書
が
板
沢
武
雄
に
よ

っ
て
報
告
（
日
蘭
文
化
交
渉
史
の
研
究
）
さ
れ
、
そ
の
和
訳
が
紹
介

（
人
物
叢
書
シ
ー
ポ
ル
ト
）
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
著
者
及
び
書
籍
を
調

査
検
討
す
る
事
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
知
識
・
関
心
を
さ
ら
に
確
め
る
事

と
な
る
。
し
か
し
、
著
者
名
は
フ
ル
ネ
ー
ム
で
な
く
、
表
記
が
蘭
語

化
し
て
お
り
、
書
名
も
短
略
化
・
誤
字
・
蘭
英
独
仏
羅
の
混
用
が
見

ら
れ
、
確
認
を
阻
げ
て
い
る
。
ま
た
板
沢
に
よ
る
和
訳
も
専
門
外
の

た
め
誤
訳
が
見
ら
れ
る
。
論
者
は
訂
正
も
含
め
調
査
検
討
を
行
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
（
生
物
学
者
）
巨
口
ロ
①
》
旨
印
里
席
匡
》
弔
閂
の
○
○
口
》
ロ
①

○
鼬
冒
・
畠
］
①
》
○
宮
急
①
【
〕
Ｆ
四
日
“
民
》
国
匡
冒
す
巳
鼻
》
○
戸
①
ロ
〕
囚
巨
目
①
目
‐

冨
呂
》
宮
①
烏
①
一
）
目
尉
鳥
目
由
自
己
〕
ｚ
①
①
い
く
昌
男
①
号
①
烏
》
の
斡
胃
‐

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
バ
タ
ビ
ヤ
か
ら
の

購
入
図
書
か
ら
見
た
シ
ー
ポ
ル
ト

矢
部

郎
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口
自
》
詞
匡
旦
。
言
三
〕
ぬ
ロ
用
邑
函
①
一
軍
国
四
宮
亘
曽
己
》
己
の
匿
○
⑦
口
⑦
巳
⑦
》

Ｆ
四
勺
①
３
巨
印
①
》
（
化
学
者
）
国
①
門
日
房
融
鼻
〉
］
呂
邑
》
閑
尉
冒
閏
、
（
鉱

物
学
者
）
厚
田
号
四
巨
冒
〕
（
牧
師
）
国
昌
①
邑
呉
①
鼻
に
つ
い
て
生
殿
年
・

経
歴
な
ど
が
わ
か
っ
た
。
函
Ｃ
崩
日
四
目
〕
為
四
日
目
耳
に
つ
い
て
は
疑

問
を
残
し
、
旨
①
の
【
⑦
国
》
９
画
昌
○
耳
、
く
四
目
、
昌
且
①
ロ
〕
思
貝
ｇ
》

ご
四
国
号
○
○
ａ
①
房
①
局
に
つ
い
て
は
後
日
の
調
査
を
期
し
て
い
る
。

各
分
野
に
分
類
す
る
と
、
生
物
学
二
七
部
、
物
理
学
二
部
、
化
学
二

部
、
人
類
学
一
部
、
鉱
物
学
三
部
、
地
理
学
（
生
物
地
理
も
含
む
）
七

部
で
あ
る
。
板
沢
の
報
告
と
紹
介
は
一
致
せ
ず
、
両
者
の
照
合
に
よ

っ
て
も
四
二
部
し
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
正
確
に
は
原
資
料
に
当

る
他
な
い
。
以
上
の
調
査
か
ら
、
こ
の
時
購
入
し
た
書
籍
の
大
半
が

生
物
学
関
係
で
あ
り
、
医
学
書
が
一
冊
も
見
ら
れ
な
い
事
が
特
徴
で

あ
る
。
著
者
の
大
半
を
現
在
の
科
学
史
書
・
人
名
辞
典
・
百
科
辞
典

で
調
べ
得
た
事
は
、
シ
ー
ポ
ル
ト
が
当
時
一
流
の
学
者
の
著
書
を
読

ん
で
い
た
事
を
示
す
。
生
物
学
者
に
限
っ
て
も
、
巨
口
目
①
》
○
南
口
〕

旨
い
巴
①
巨
》
己
①
○
四
口
・
昌
房
〉
○
臣
ａ
①
局
〕
Ｆ
四
日
画
民
・
国
ロ
ョ
ゥ
己
氏
．

囚
巨
白
①
自
冨
目
》
憩
刷
Ｃ
Ｏ
目
な
ど
現
在
の
教
科
書
・
啓
蒙
書
に
登
場
す

る
人
物
で
あ
る
。
書
籍
自
身
も
著
者
の
主
著
が
多
い
。
そ
れ
故
、
シ

１
ボ
ル
ト
が
当
時
最
先
端
の
知
識
を
も
っ
て
い
た
事
が
わ
か
り
、
そ

れ
が
直
接
間
接
に
当
時
の
閲
学
者
に
影
響
し
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。

上
記
書
籍
の
中
の
ｇ
『
①
品
里
の
シ
三
国
冒
品
園
昌
尻
①
ロ
昌
昌
的

烏
門
の
酔
乏
四
目
ゅ
①
（
房
冨
）
は
後
に
シ
ー
ポ
ル
ト
が
椿
篭
に
与
え
た

本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
武
蔵
大
学
生
物
）
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わ
が
国
に
国
の
制
度
と
し
て
学
校
医
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
明
治

三
十
一
年
一
月
学
校
医
に
関
す
る
勅
令
が
公
布
さ
れ
た
と
き
か
ら
で

あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
識
者
の
間
で
必
要
性
が
と
か
れ
て
い
た
。

そ
の
主
な
理
由
は
、
維
新
後
新
学
制
の
実
施
に
と
も
な
い
学
徒
の
間

に
病
弱
者
の
多
発
が
目
立
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

明
治
二
十
年
九
月
ウ
ィ
ー
ン
で
万
国
衛
生
会
議
が
開
催
さ
れ
、
わ

が
国
か
ら
も
石
黒
、
森
、
中
浜
、
北
里
ら
が
出
席
し
た
が
、
こ
の
会

議
で
も
「
医
師
を
し
て
学
校
を
保
護
せ
し
む
る
こ
と
」
の
決
議
が
な

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
目
的
と
し
て
「
男
女
生
徒
の
教
場
に
お
い
て
修

業
す
る
が
為
に
起
こ
る
衛
生
上
有
害
な
る
諸
事
を
除
き
、
且
つ
学
校

の
衛
生
上
進
歩
を
計
る
」
こ
と
を
あ
げ
て
お
り
、
ね
ら
い
は
環
境
衛

生
に
あ
っ
た
。
当
時
欧
洲
諸
国
で
も
義
務
教
育
の
普
及
徹
底
に
と
も

な
い
、
学
徒
の
間
に
近
視
・
脊
柱
蛮
曲
・
虚
弱
な
ど
の
健
康
障
害
が

明
治
期
学
校
衛
生
史
の
研
究
（
十
）

学
校
医
制
度

杉
浦
守
邦

目
立
っ
て
来
た
が
、
そ
の
原
因
は
不
良
な
学
校
環
境
に
一
日
中
児
童

を
拘
束
す
る
が
た
め
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
監
視
し
改
善
を
勧
告

す
る
役
割
を
医
師
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
同
年
欧
洲
視
察
か
ら
帰
国

し
た
帝
国
大
学
医
科
大
学
長
三
宅
秀
も
、
大
学
総
長
に
進
言
し
て
総

長
直
属
の
衛
生
委
員
制
度
の
創
設
を
は
か
っ
て
い
る
。

わ
が
国
の
公
立
学
校
で
初
め
て
学
校
医
を
置
い
た
の
は
、
明
治
二

十
七
年
五
月
東
京
市
麹
町
区
（
三
名
）
と
同
年
七
月
神
戸
市
（
三
名
）

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
開
業
医
を
嘱
託
し
、
児
童
の
外
傷
・
傷
病
の

手
当
や
身
体
検
査
等
を
課
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
全
県
下
の
市
町

村
立
学
校
に
一
斉
に
学
校
医
を
置
い
た
の
は
明
治
二
十
七
年
二
月
山

形
県
が
最
初
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
は
主
な
る
任
務
を
学
校
環
境
衛

生
の
監
視
に
お
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
地
区
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

明
治
三
十
一
年
学
校
医
令
の
公
布
に
よ
り
全
国
的
に
設
置
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
勅
令
に
お
け
る
任
務
は
環
境
衛
生
上
の
監
視

と
身
体
検
査
の
実
施
、
伝
染
病
発
生
時
の
指
導
等
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
点
で
は
欧
洲
に
お
け
る
傾
向
と
同
一
の
も
の
だ
っ
た
。
む
し
ろ

国
の
制
度
と
し
て
全
国
的
に
置
い
た
点
で
は
、
わ
が
国
が
最
初
で
先
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鞭
を
つ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
主
任
務
を
環
境

衛
生
と
伝
染
病
予
防
に
お
い
た
た
め
、
学
校
医
に
な
り
得
る
も
の
と

し
て
は
、
当
時
な
お
多
か
っ
た
漢
方
医
は
排
除
さ
れ
西
洋
医
学
修
得

者
に
限
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
事
情
で
学
校
医
の
設

置
率
も
勅
令
公
布
の
翌
年
は
わ
ず
か
に
二
○
％
、
明
治
末
や
っ
と
六

○
％
を
こ
え
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

明
治
三
十
二
年
頃
か
ら
国
内
的
に
ト
ラ
ホ
ー
ム
の
大
流
行
が
お
こ

り
、
学
校
に
よ
っ
て
は
学
童
の
三
分
の
二
が
こ
れ
に
罹
患
す
る
と
い

う
状
態
に
な
っ
た
た
め
、
法
規
ど
お
り
出
席
停
止
の
処
置
を
行
な
う

こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
て
、
学
校
内
で
洗
眼
、
点
眼
等
の
診
療
行
為

を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
財
政
的
に
余
裕
あ
る
都

市
で
は
、
従
来
の
開
業
医
を
嘱
託
す
る
学
校
医
制
と
は
別
個
に
、
専

任
の
学
校
医
を
雇
傭
す
る
所
が
出
て
来
た
。
明
治
三
十
六
年
神
戸
市
、

同
三
十
九
年
東
京
市
、
同
四
十
年
名
古
屋
市
、
大
正
に
は
い
っ
て
新

潟
・
高
松
・
広
島
・
岡
山
・
大
阪
市
等
に
設
置
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も

主
た
る
任
務
を
、
学
校
巡
回
に
よ
る
ト
ラ
ホ
ー
ム
の
治
療
そ
の
他
傷

病
者
の
処
置
に
お
い
た
。
こ
の
よ
う
に
明
治
期
は
環
境
衛
生
を
主
と

す
る
も
の
と
学
校
診
療
を
主
と
す
る
も
の
と
の
二
潮
流
が
あ
っ
た
。

学
校
医
の
研
修
連
絡
機
関
と
し
て
の
学
校
医
会
が
最
初
に
設
立
さ

れ
た
の
は
、
明
治
三
十
二
年
京
都
市
下
京
区
で
あ
っ
て
、
以
後
明
治

三
十
四
年
神
戸
市
、
四
十
年
東
京
市
、
四
十
四
年
京
都
全
市
等
に
設

置
さ
れ
て
い
る
、
文
部
省
に
お
い
て
も
四
十
五
年
文
部
大
臣
自
ら
が

地
方
長
官
会
議
で
そ
の
結
成
を
促
進
す
る
よ
う
訓
示
を
行
な
っ
た
た

め
、
以
後
急
速
に
結
成
が
す
す
ん
だ
。

（
山
形
大
学
教
育
学
部
保
健
）
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黒
田
藩
政
時
代
末
期
、
博
多
の
市
小
路
附
近
は
蘭
方
医
、
漢
方
医
、

本
草
学
者
、
薬
種
商
ら
の
屋
敷
や
店
舗
が
集
り
、
旨
＆
言
昌
、
①
昌
閏

と
し
て
の
容
貌
を
充
分
に
備
え
て
い
た
。
こ
の
附
近
の
地
は
、
か
つ

て
日
宋
貿
易
、
日
明
貿
易
の
中
心
地
と
し
て
繁
栄
し
、
天
正
十
五
年
、

豊
臣
秀
吉
の
博
多
町
割
（
都
市
計
画
）
に
よ
っ
て
貿
易
商
人
の
住
居

地
と
し
て
与
え
ら
れ
、
長
崎
を
開
い
た
末
次
興
善
・
平
蔵
父
子
、
中

野
彦
兵
衛
、
大
賀
宗
九
・
宗
伯
父
子
、
伊
藤
小
左
衛
門
ら
日
本
の
代

表
的
な
貿
易
商
人
の
団
地
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
鎖
国
政
策
に
よ
っ
て
貿
易
の
機
能
は
長
崎
に
奪
わ
れ
、

消
え
失
せ
た
こ
ろ
よ
り
、
長
崎
を
警
備
す
る
黒
田
藩
は
長
崎
よ
り
外

来
文
化
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
博
多
に
旨
①
ｇ
ｏ
畠
○
①
貝
①
Ｈ
が

江
戸
時
代
末
期
筑
前
国
博
多
市
小
路

に
長
崎
よ
り
閑
学
を
導
入
し
て
い
た

医
師
の
町
（
当
時
の
メ
ヂ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
）
に
つ
い
て

奥

村

武

出
現
す
る
に
至
っ
た
。

こ
の
言
①
ａ
ｏ
巴
⑦
⑦
貝
①
【
の
顔
振
れ
を
列
挙
し
て
み
る
と
、
児

医
で
博
多
の
郷
土
史
『
石
城
志
』
を
著
わ
し
た
津
田
元
願
・
元
貫
父

子
、
勺
言
岸
冒
己
蜀
国
鳥
く
○
目
陸
①
冒
匡
の
門
人
で
あ
っ
た
百
武
萬

里
、
百
武
の
家
に
寄
宿
し
て
い
た
藩
主
の
侍
医
武
谷
諒
亭
。
長
崎
で

冒
冒
罵
畠
口
巨
用
己
閏
ぐ
Ｃ
Ｏ
目
に
師
事
し
、
医
術
、
化
学
、
精
練
、

写
真
術
を
修
得
し
た
前
田
陵
海
。
『
本
草
正
画
譜
』
を
著
わ
し
、
薬
園

を
経
営
し
、
朝
鮮
人
参
の
栽
培
に
成
功
し
た
内
海
蘭
渓
。
内
海
の
家

に
宿
泊
し
、
長
崎
に
て
蘭
方
外
科
を
修
得
し
た
坂
巻
文
慶
。
博
多
織

元
白
水
長
右
衛
門
宅
に
と
き
ど
き
寄
宿
し
て
い
た
松
本
良
順
。
薬
種

商
の
川
口
屋
波
多
江
嘉
兵
衛
。
大
賀
宗
九
の
末
窟
で
頼
山
陽
と
交
遊

が
あ
っ
た
大
賀
寛
庵
。
蘭
方
外
科
医
の
岡
村
良
渓
・
須
恵
村
の
養
伯
．

養
朴
・
養
全
と
三
家
共
に
眼
医
で
名
高
い
田
原
一
族
、
藩
主
の
要
望

で
養
全
が
移
住
開
業
。
岸
本
家
に
生
れ
、
広
田
家
の
養
子
と
な
り
華

岡
青
洲
の
門
人
と
な
っ
た
広
田
伝
亮
。
緒
方
洪
庵
の
門
人
、
藤
野
良

秦
。
酒
造
業
豐
後
屋
の
家
伝
薬
『
除
風
散
』
の
万
才
楼
。
藩
医
筑
紫

梅
仙
の
門
人
、
鍼
医
仙
古
ら
を
あ
ぐ
れ
ぱ
そ
の
数
知
れ
ず
。

こ
れ
ら
の
中
の
医
者
に
よ
っ
て
天
保
十
二
年
、
博
多
大
浜
で
死
体
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解
剖
を
実
施
し
、
藩
医
校
、
替
生
館
を
起
し
、
県
立
福
岡
医
学
校
、

そ
し
て
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
へ
の
発
展
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
功
績

は
大
き
い
。

（
福
岡
市
立
西
新
病
院
）

村
上
源
氏
の
流
れ
を
く
む
播
磨
の
豪
族
赤
松
氏
（
村
上
天
皇
ｌ
具
平

親
王
ｌ
源
師
房
）
が
赤
穂
郡
上
郡
町
白
旗
山
に
居
を
構
え
、
ほ
ぼ
千
年

の
威
勢
を
誇
っ
た
こ
と
は
、
赤
松
盛
衰
記
と
し
て
、
郷
土
史
を
飾
っ
て

い
る
が
（
龍
野
市
立
龍
野
図
書
館
蔵
）
そ
の
一
番
最
後
に
登
場
し
て
く

る
人
物
で
あ
り
、
揖
保
郡
太
子
町
斑
鳩
寺
（
聖
徳
太
子
が
女
帝
推
古
帝

の
た
め
勝
曼
経
を
講
ぜ
ら
れ
し
と
き
、
天
皇
こ
れ
を
賞
美
し
給
い
て
、
播
磨

美
田
三
百
丁
歩
を
与
え
給
う
。
価
っ
て
太
子
こ
の
地
に
斑
鳩
寺
を
創
建
し
給

う
）
が
尼
子
氏
の
兵
火
に
か
か
り
て
全
焼
し
た
際
、
そ
の
再
建
者
で

あ
る
赤
松
政
秀
の
庶
子
、
了
斉
医
を
業
と
す
と
、
い
う
だ
け
記
載
さ

れ
て
あ
り
、
そ
の
子
孫
の
行
衛
に
つ
い
て
は
、
久
し
く
不
透
明
で
あ

っ
た
が
、
今
回
筆
者
が
五
十
年
の
努
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
歴
史
的
事

実
を
究
明
し
、
こ
の
赤
松
了
斉
な
る
人
物
は
、
父
政
秀
の
死
亡
す
る

や
（
元
亀
元
年
）
天
正
九
年
、
田
中
氏
を
名
乗
り
後
に
医
術
を
も
つ

開
業
医
と
し
て
四
百
年
の
私
の
家
系

由
中
了
斉
と
そ
の
医
史
学
上
の
業
績

田
中
敬
三
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を
実
証
し
た
。

て
》
将
軍
秀
忠
に
拝
謁
を
被
仰
り
》
そ
の
権
威
を
も
っ
て
や
和
蘭
医

薬
品
が
自
由
に
入
手
さ
れ
て
お
っ
た
と
い
う
、
興
味
あ
る
史
実
が
発

見
さ
れ
、
杉
田
玄
白
の
蘭
学
事
始
に
先
立
つ
こ
と
已
に
百
数
十
年
以

前
に
、
江
戸
に
於
て
は
い
わ
ゆ
る
南
蛮
薬
と
し
て
、
相
当
多
量
の
医

薬
品
が
自
由
に
入
手
さ
れ
て
お
っ
た
と
い
う
興
味
あ
る
史
実
が
発
見

さ
れ
た
。
（
昭
和
四
八
、
二
、
一
七
神
戸
新
聞
）
更
に
そ
の
開
祖
田
中
了

斉
な
る
人
物
を
、
各
方
面
の
史
的
事
実
に
よ
っ
て
実
在
し
た
歴
史
的

人
物
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
か
く
て
わ
が
家
系
は
別
田
中

家
年
譜
（
紀
元
年
表
）
（
七
、
八
、
二
、
一
三
、
一
四
、
一
五
）
で
分
る

が
如
く
、
（
原
本
）
日
本
に
於
て
は
久
し
く
中
国
及
和
蘭
医
学
の
交

流
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
明
と
な
り
、
元
亀
元
年
よ
り
昭
和
四
十
八
年

に
至
る
ま
で
四
百
三
年
間
開
業
医
と
し
て
の
家
系
を
保
ち
来
た
こ
と

（
龍
野
市
龍
野
町
富
永
二
二
七
’
三
）
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第
一
条
本
会
は
日
本
医
史
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

な
う
。

一
、
年
一
回
、
総
会
を
開
く
。

二
、
本
会
の
機
関
誌
と
し
て
『
日
本
医
唱
紫
雑
誌
』
を
発

行
し
、
こ
れ
を
会
員
に
わ
か
つ
。

三
、
随
時
、
地
方
会
、
例
会
を
開
き
、
研
究
発
表
、
展
観

な
ど
を
行
な
う
。

四
、
Ｒ
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
内
外
関
係
学
術
団
体

と
の
連
絡
協
力
を
は
か
る
。

五
、
そ
の
他
の
事
業
。

第
四
条
本
会
の
主
旨
に
賛
成
し
そ
の
目
的
達
成
に
協
力
し
よ
う
と

す
る
も
の
は
、
理
事
ま
た
は
評
議
員
の
紹
介
を
経
て
会
員

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
会
員
は
会
費
と
し
て
年
額
二
○
○
○
円
を
前
納
す
る
。
た

だ
し
外
国
に
居
住
す
る
会
員
は
年
額
一
○
ド
ル
と
す
る
。

日
本
医
史
学
会
々
則

会
員
は
研
究
発
表
お
よ
び
本
会
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

本
会
に
名
誉
会
員
と
賛
助
（
維
持
）
会
員
を
お
く
こ
と
が

で
き
る
。
名
誉
会
員
は
本
会
の
事
業
に
多
大
の
貢
献
し
た

者
を
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。
賛
助
会
員
は

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年
額
一
方
円
以
上
を
収
め
る
者

と
し
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。

第
六
条
本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

一
、
役
員
は
理
事
長
、
会
長
、
理
事
、
監
事
、
幹
事
と
す
る
。

二
、
理
事
長
は
一
名
と
し
理
事
会
で
互
選
し
本
学
会
を
代

表
す
る
。

三
、
会
長
は
年
一
回
の
総
会
を
主
催
し
、
そ
の
任
期
は
総

会
終
了
の
日
ま
で
と
す
る
。

会
長
は
理
事
会
の
推
せ
ん
に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

四
、
理
事
は
若
干
名
と
し
、
理
事
長
を
補
佐
し
会
務
の
遂

行
に
あ
た
る
。

理
事
、
監
事
は
評
議
員
の
中
よ
り
評
議
員
会
の
准
せ
ん

に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

五
、
本
会
の
実
務
を
処
理
す
る
た
め
、
常
任
理
事
二
瘤
、

幹
事
若
干
名
を
お
く
。
常
任
理
事
は
理
事
よ
り
、
幹
事
は
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発
行
期
日
年
四
回
（
三
月
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
）
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表

題
、
著
者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名

を
記
し
、
本
文
の
終
り
に
欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

会
員
よ
り
理
事
長
が
任
命
す
る
。

六
、
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。
（
た

だ
し
会
長
を
除
く
）

以
上
の
役
員
は
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
評
議
員
は
若
干
名
と
し
、
普
通
会
員
の
中
よ
り
理
事
会
の

推
薦
に
よ
り
総
会
で
決
め
る
。

評
議
員
会
は
本
会
の
重
要
な
事
項
を
議
決
す
る
。
任
期
は

役
員
に
準
ず
る
。

第
八
条
本
会
の
事
務
所
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

（
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
の
一
の
一
）
に
置
く
。

第
九
条
本
会
は
理
事
長
の
承
認
に
よ
り
支
部
ま
た
は
地
方
会
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
会
則
の
変
更
は
総
会
の
承
諾
を
要
す
る
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き

の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
は
編
集
委
員
が
行
な

う
。
ま
た
編
集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も

あ
る
。

原
稿
枚
数
表
題
、
著
者
名
、
本
文
（
表
、
図
版
等
を
除
く
）
で
五

印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
）
ま

で
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
越
え
た
分
は
実
費
を
著
者
の

負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印
刷
ペ

ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を

徴
収
す
る
。

校
正
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後

は
編
集
部
に
て
行
な
う
。

別
刷
投
稿
者
に
は
論
文
掲
載
紙
を
五
部
無
料
贈
呈
す
る
。
別

刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
一
、
順
天
堂
大
学

医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
日
本
医
史
学
会
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日
本
医
史
学
会
役
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

理
事
長
小
川
鼎
三

会
長
筬
島
四
郎

常
任
理
事
石
原
明
大
烏
蘭
三
郎

会
計
監
事
宗
田
一

理
事赤

松
金
芳
阿
知
波
五
郎
石
川
光
昭

今
田
見
信
内
山
孝
一
大
塚
敬
節

大
矢
全
節
緒
方
富
雄
蒲
原
宏

佐
藤
美
実
杉
靖
三
郎
鈴
木
正
夫

鈴
木
勝
宗
田
一
竹
内
薫
兵

津
崎
孝
道
戸
苅
近
太
郎
中
野
操

三
木
栄
矢
数
道
明
吉
岡
博
人

和
田
正
系

幹
事大

塚
恭
男
酒
井
シ
ヅ
沢
井
員
太
郎

杉
田
瞭
道
谷
津
三
雄

日
本
医
史
学
会
評
議
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

赤
松
金
芳
安
芸
基
雄
阿
知
波
五
郎

青
木
一
郎
石
原
明
石
田
憲
吾

石
川
光
昭
今
市
正
義
今
田
見
信

岩
治
勇
一
内
山
孝
一
大
鳥
蘭
三
郎

大
塚
敬
節
大
塚
恭
男
王
丸
勇

大
矢
全
節
緒
方
富
雄
小
川
鼎
三

岡
西
為
人
哉
島
四
郎
片
桐
一
男

川
島
恂
二
蒲
原
宏
金
城
清
松

編
集
後
記

本
年
の
学
会
は
シ
ー
ポ
ル
ト
渡
来
百
五
十
年
を

祝
し
て
長
崎
で
開
催
さ
れ
た
。
演
題
に
シ
ー
ポ
ル

ト
関
係
が
多
い
こ
と
を
予
想
し
て
い
た
が
、
意
外

に
少
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
近
年
の
演
題
の
傾

同
は
古
代
か
ら
近
代
に
い
た
る
ま
で
巾
広
い
こ
と

久
志
本
常
孝
榊
原
悠
紀
田
郎
酒
井
シ
ヅ

酒
井
恒
佐
藤
美
実
清
水
藤
太
郎

杉
靖
三
郎
杉
田
暉
道
鈴
木
正
夫

鈴
木
勝
鈴
木
宜
民
瀬
戸
俊
一

関
根
正
雄
宗
田
一
高
木
圭
二
郎

高
山
担
三
竹
内
薫
兵
田
中
助
一

津
崎
孝
道
津
田
進
三
筒
井
正
弘

戸
苅
近
太
郎
中
泉
行
正
中
川
米
造

中
沢
修
中
西
啓
中
山
沃

長
門
谷
洋
治
中
野
操
服
部
敏
良

福
島
義
一
藤
野
恒
三
郎
本
間
邦
則

富
士
川
英
郎
古
川
明
丸
山
博

松
木
明
知
三
浦
豊
彦
三
木
栄

三
廼
俊
一
谷
津
三
雄
山
形
敞
一

矢
数
道
明
山
下
喜
明
山
田
光
胤

安
井
広
吉
岡
博
人
和
田
正
系

以
上

し
て
い
る
。

が
目
立
っ
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
》
普
段
か
ら
地
道

に
研
究
し
て
い
る
人
の
ふ
え
て
き
た
こ
と
を
示
唆

’
昭
和
四
十
八
年
九
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
四
十
八
年
九
月
三
十
日
発
行

日
本
医
史
学
雑
誌

第
十
九
巻
三
号

編
集
者
代
表
大
鳥
蘭
三
郎

発
行
者
日
僻
垂
史
檸
〈
咋
鼎
三

〒
一
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
一
工
‐
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学

研
究
室
内

振
替
東
京
一
五
二
五
○
番

製
作
協
力
者
金
原
出
版
株
式
会
社

→
医
学
文
化
保
存
事
業
部

〒
三
一
束
京
都
文
京
区

湯
島
〒
三
‐
西

印
刷
者
五
協
印
刷
有
限
会
社

〒
一
茜
東
京
都
板
橋
区

南
常
盤
台
一
‐
一
エ
ー
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Icannotgointoanexplanation･ofthewayinwhichacupuncturereally

affects thediseasedorganism. However, Iconcluded frommyown

,studiesonthecirculationof thebloodinanimals, that itworks, like

allother irritantssimplybychangingtheflowinthecirculatorysys-

tem、 since the livingblood tends to flowtothesiteof irritation,

producedbythemostdelicatebranchesofnerves.

Alesionoftheひg邦α“γ0"αγ"of thechicken embryopermitted

me, likethegreatmedical scholar, Dollinger inMunich, to identify

underthemicroscopeasimilarchange. Furthermore,myobservations

inthehot climatesof theFarEast convincedmewithincreasing

convictionthat the commoncauseofmost illnessesbetween these

latitudesrestsonsuchanabnormaldirectionofbloodflow. It is in

thisway, forexample, that lexplainliverailments・ At thebegin-

ningtheydonotdevelopasaresult of congestionofblood in the

liver, but instead, becauseinthehotregionsmostofthecongestion

takesplaceinthehead, fromthe reducedpressureof theair upon

thehumanbody, aswellasfromtheincreasedelasticityof theair

itself. Becausethebrainandthe liverarein $6harmony", thebrain

iscompressed, (thiscanbeproveninphysiologicalstudiesonanimals

inwhichthecommonfunctIonofthebrainandtheliverare establi-

･shed)andthereforetheliversuffers froma so-called inflammation

andallof itscomplications. Frrther, thecauseofcholeraconldalso

beexplainedbythisthesis.

BIBLIOGRAPHY

Bowers, JohnZ., 1970.Wes彫γ〃Mな‘""JPio"2"si"Fe"dαノル加犯，

TheJohnsHopkinsPress, BaltimoreandLondon.

Bowers,JohnZ.,andRobertW.Carrubba. 1970 "TheDoctoralThesis

ofEngelbertKaempfer:OnTropicalDiseases,OrientalMedicine,

andExoticNatural Phenomena."ん"γ"αノo/f〃gHisfoj'yof

MediCi"g""dA"fedSC""Ces25, 3: pp. 270-310.
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thingmorethanasmalldegreeofblood-letting.
Ibelievethatlhavegivenyouageneralunderstandingoftheart

ofacupuncture. IdohopethattheEuropeanphysicianswillfindthis
modeof treatmentworthyoffurther investigation. Not onlywould

thisgiveme, personnally, agreatdealofsatisfaction, but lbelieve
itwouldbeofgeneralbenefit ifEuropeanmedicinecouldbeenriched
bvsuchahealingtechnique,whichuptonowseems tohavebeel1
totallyneglected.ご

(signed)ISISAKASOTETS

ImperialAcupuncturistofJedo

No/cbyP.F.B,Vo"Sie加ﾉd

AcupunctureiswidelypracticedinJapan, especiallyforthetreat-
mentoftheblind・ TheacupuncturistsarecalledH"""si, andThe

techniqueitselfS伽γj"o. Greatskillandsensitivityareessential to

perfromthistechniqueof treatment． Onemustbeespeciallycareful
topuncturethe skinaccuratelyat the tender spotsof thehuman

body,whichisincontrastwiththecurrentlypopularEuropeanstyle
ofsurgery, inwhichproficiencyandspeedarecombined. Agood
acupuncturist, therefore, cannot treatmore thanabout l2patients

;aday,sincethepatientreceivesfromltol2puncturespertreatment.

TheaverageJapanesewhois illwill turntoanacupuncturistfor
There is no questionabout thefactthatpracticallyanydisease.

acupunctureismisusedbyquiteafewso-calledqualifiedacupuncturists
andcharlatans,whoroamthestreetsintheeveninganduntil lateat

night insearchofpatients. Qualifiedphysicians inJapanonlyrecom-

mendacupunctureforcertaindisorders: colic(se"豚), stomachpains

(Si"g"sfz), belly-ache (f"た""α), hysterics (s"zMsjogia陀), cramps,
AIso thestomach is oftenpuncturedtoinducerheumatism, etc.

vomiting, thesameisdone intheuterusbefOreandduringdelivery

<hereone, howevercarefullyavoidsdamagingthefetus). For infec-
tionsoneuseslargeneedles, sometimesuntilbleedingoccurs.

Thecarefullyperformedpuncture, inmyownexperience, pro-

ducespracticallynopain, andnoinfectiondevelops. Unfortunately,
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roughenedtomakeiteasiertohold・ Toitmaybe attachedasmalY

holder, made either ofmetal, hornor ivory, whichshouldfit the

handleexactly, andisseveral "lijnen'' shorterthantheneedle. Occa-

sionallyasmall speciallydesignedhammer isalsoused.

Themostcommonlyusedtechniquetoperformacupunctureisthe

following: Theholder isplacedperpendicular on the exact spot of

thebodywherethepuncturewill takeplace． Theneedle ispassed

carefullythroughthesocketuntil ittouchestheskin. Onemavthen

useasmall hammer togentlytap thehandleof theneedlewhich

protrudesafew"lijnen'' abovethesocket. The tapping, however,

isusuallydonewiththeindexfingerandthesmallhammerisseldom

used.

Onethentapsonthehandleuntil theneedlehas penetrated the

skinseveral "lijnen"・ Thesocket isremovedfromtheneedle, and

thehandleisusedtoslowly, witha turningmovement, pushthe

needledeeperanddeeper intothebody. TheJapaneseuseaword,

whichtranslatedmeans "breathing" forthespecialturningmovement.

It is, ofcourse, ofthegreatest importancethattheabovementioned

manipulationsaredonewithextremecare, especiallytoavoidforcing

theneedleintothebody. Thereforeapositiveresultfromthetreat-

mentdependsprimarilyontheabilityandexperienceoftheacupunctur-

ist. Ifheunderstandsthecauseandlocationofthedisease, hecan

bereasonablycertainthathewillhaveapositiveresult.

Thepatient seldomhas asensationofpainat thesiteofthe

needlepuncture, butheoftenfeelsaslightprickingsensationatother

sitesonthebody. Aslmentionedearlier, theneedlepuncture irri-

tatesthenerves, andthisirritationcanbefeltonotherpartsof the

body・ Forexample, ifthepuncture takes place in the foot, it is

possible thatthepatientwill experience acramp-likesensation in

thebreast.

Theeffectof acupuncture isbipartite; either strengtheningor

weakening. The techniquewith thinneedlesdescribed above is

astrengtheningtreatment. Toachieveaweakeningeffect oneuses

thickneedles･ Thelatterprocedurewiththickneedles is reallyno-
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andexact comparisons, I believel havediscoveredareliable and

accurateprocedurefortheartofacupuncture． Myefforts areonly

intended toencourageouracupuncturistsandtoperfecttheirskill in

this6eldofmedicine,muchinthesamewaythattheEurqpeanphysician
isaccustomedtodosoinall､iencesconnectedwiththeartofhealing.

Accordingtoourformerprinciples, thereareseveralplacesonthe

humanbodywhereacupunctureshouldnotbeused・ Inmyopinion,

however, todayonecanuseacupunctureat practicallyany location

whenthereisevidenceinthehumanbody. Obviously,whennodis-

easeexistsoneshouldrefrainfromacupuncture. If, forexample, one

examinesadiseasedeyeaftersuccessful treatmentbyanophthalmic

surgeonwithacupuncture, thesametechniqueusedonahealthyeye

couldhaveharmfulresults. AIso, it goeswithoutsaying, that one

shouldgenerallyavoidtheuseofacupunctureinareaswheretheneed-

lesmight doharm, suchasthe lung, heart, andthemainarteries

andveins.

Theproperexplanationforthegreathealingabilityofacupuncture

canbefoundinagenerallyknownnatural law. Wemayobserve,for

example, that ifananimalbodyabsorbsa foreignsubstance (either

deliberatelyorbycoincidence), aninfectionwilldevelopat thespot

wherethebodywaspenetratedbythesubstance, becauseofthereac-

tiveabilityofthemechanismsofthebody・ Thisinfectionwillfinally

suppurate, resultinginexpulsionoftheforeignsubstance. Inasimilar

manner ifacupunctureisappliedinamannerthatwill activate this

lifeforce, theforcewillreacttheforeignsubstanceandexpel it.

It isnoteasytoexplainandsummarizethetechniqueofacupunc-

ture, but, nevertheless, Ishall trytodoso.

Specialneedles,madeof eithergold, silveror iron, andvarying

inthicknessandlength, areusedforacupuncture・ Thethicknessand

lengthof theneedledepends on itsapplication. Inmyopinion,

however, thelengthshouldnotexceed3"Japanese thumbs'' because

handlingwillbecometoodifficult.

Attheheadoftheneedle,thereisaspecialhandlel "lijn''wide,

andfrom4to"lijnen'' long・ It issometimessmooth,butmostoften
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yearsmoxibustionhasbecomethemorepopularofthetwotechniques.

Siebold'scommunicationispublishedhereasanother exampleof

his interest ininformingtheWestabout the cultureofJapan, espe-

ciallyinmedicine, botanyand zoology:

T"gBajaz）f"SociefyO/AγjS""Scie"CeS, Volume14, 1833

SOMEOBSERVATIONS

ABOUTTHEARTOFACUPUNCTURE

FROMANESSAYOFTHEJAPANESE-

IMPERIALACUPUNCTURIST

ISISAKASOTETS

PRESENTEDBY

Dr.VONSIEBOLD

Memberof theSocietV

Soweo6sej'"α"o邦sα加"メ #"e"fo/""z"zc"γe

ExtractedfromanessayofJapanese-Imperialacupuncturist

ISISAKASOTETS

(Thefollowingis areliabletranslationoftheessay)

Acupuncture, discoveredinChinamorethan2000years ago, and'

broughttoJapan500years later, isanarttoachievehealingofdis-

easein thehumanbodybypuncturingwithaneedle. Theoriginal

techniqueisnotusedtodayinChinaorJapan, andhasbeenreplaced

bvmoremodernmethods.

For20yearsmystudieshavebeendevotedtoEuropeananatomy

andlhavealsoreadall theoldChineseaswell as Japanesemanu-

scriptsonacupuncture・ Therefore,basedonmyanatomicalresearch,

（2 ） 312

●



PHILIPPF.B.VONSIEBOLDANDACUPUNCTURE

JohnZ・ Bowerr

Acupuncture, theinsertionofslender, solidneedlesinto specific

points intheskin、is a techniqueofChinese traditionalmedicine,

C〃""g-i. IthasbeenusedinChinaforat leastthreethousandyears.

Theuseofstoneneedles, (Pie"S〃ん) isrecordedinthegreatmedical

classic,"2ﾉα"gTi""C〃"gS"We":T"eYe"o"Ew@,""'saassic

o/I""γ"αﾉMb成ci"9,whichgoesbacktotheNeolithicperiod.

Acupucture,moxibustionandotherpracticesofChinesemedicine

wereprobablyintroducedtoJapanabout550A.D・ when teachersof

Chinesemedicinebroughtmedical textsfromPaekcheinKorea. Soon

after602A.D.,KwanRoku, apriest-physician, cametoJapanand

taughtChinesemedicine.

TheearliestdescriptonsintheWestofacupunctureinJapancame

fromWillemTenRhijnewhowasthedoctoratDejima,Nagasakifrom

l674-1676・ Inl683he publishedDiss"ｵα"odeAγ＃んγf"de inwhich

hedescribedacupunctureasespeciallyuseful in"illnessesofthebelly

andstomachaswellasillnessofthehead.''(pp.184-185).

ThefamedGermanmedicalexplorer, EngelbertKaempfer, served

atDejimal690-1692and includeda fascicleonacupuncture inhis

doctoral thesisatLeyden, 1694. Healsodescribedacupunctureinhis

A"zoe"〃α/""#E"o""γ況加, 1712.

WhenSieboldfirstpublished the communicationwhich is repro-

ducedhere, Francewastheonlywester(1countryinwhichacupuncture

waspracticed・ JesuitsandotherFrenchmissiongroupsinChinahad

carriedbacktoParis thephilosophy and thepracticesofChinese

medicine.

It isour impressionthatacupunctureandmoxibustionwereprac-

ticedwidelyinJapanandwereofequalpopularity・ However,inrecent

* PresidentoftheJosiahMacy, Jr. Foundation
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鰡
医
範
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綱
全
一
署

鯛
医
範
提
綱
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銅
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図
全
冊

順
天
堂
大
学
教
授
小
川
鼎
三

宇
田
川
玄
真
（
一
七
六
九
～
一
八
三
四
）
の
著
「
和
蘭
内
景
医
範
提
綱
」
は
文

化
二
年
（
一
八
○
五
）
の
出
版
で
、
十
九
世
紀
の
前
半
、
西
洋
医
学
に
志
を
も
つ

日
本
人
が
、
お
そ
ら
く
誰
で
も
が
ま
ず
播
い
た
一
書
で
あ
っ
た
と
お
も
う
。
解
剖

学
を
主
と
す
る
が
、
生
理
学
、
病
理
学
を
も
合
せ
説
い
て
い
て
、
西
洋
医
学
の
精

髄
を
明
快
、
簡
略
に
紹
介
し
た
傑
作
で
あ
る
。
三
年
後
の
文
化
五
年
に
そ
の
付
図

と
し
て
「
内
象
銅
版
凶
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
亜
欧
堂
田
善
の
作
で
あ
る
。

日
本
で
最
初
の
銅
版
解
剖
図
と
し
て
名
高
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
付
図
は
当
時
で
も

商
価
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

玄
真
は
西
洋
の
解
剖
書
数
種
か
ら
訳
し
と
っ
て
遠
西
医
範
三
十
巻
を
つ
く
っ
た

が
、
雁
大
な
の
で
、
そ
の
綱
要
を
ま
と
め
て
医
範
提
綱
と
名
づ
け
、
こ
の
提
綱
を

テ
キ
ス
ト
に
し
て
門
人
に
西
洋
医
学
の
大
体
を
講
義
し
た
。
門
人
の
諏
訪
俊
士
徳

が
そ
れ
を
筆
記
し
轄
理
し
て
、
医
範
提
綱
三
冊
本
が
で
き
上
っ
た
の
で
あ
る
。
玄

真
が
用
い
た
西
洋
解
剖
書
の
著
者
と
し
て
ブ
ラ
ン
カ
ル
ッ
、
パ
ル
ヘ
イ
ン
、
ヘ
ル

ヘ
イ
ン
イ
ン
ス
ロ
ウ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
医
範
提
綱
は
日
本
の
医
学
に
大

き
い
影
響
を
あ
た
え
た
が
、
そ
の
一
つ
の
現
わ
れ
と
し
て
、
「
膵
」
や
「
腺
」
の

字
が
初
め
て
玄
真
の
創
始
し
た
国
字
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

●
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説

限
定
版
三
○
○
部

頒
価
三
八
、
○
○
○
円

売捌所／株式会社金原商店

製作所／財団法人日本医学文化保存会
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蝉
蝿新合成化学療法剤ﾉ#錐議戦騨鍾灘議

本剤は1970年．大日本製薬総合研究所で開発された抗菌性化学療法斉11で，

既知の抗生物質や合成化学療法斉|lとは異なる基本骨格，ピリドピリミジン

環を有する．主としてグラム陰性菌に抗菌力を示すほか，グラム陽性菌の

うち，ブドウ球菌にも作用する．

本剤は経口投与によりよく吸収され，抗菌活性物質が尿，胆汁および消化

管内に高濃度に排泄されるので，尿路，胆道および腸管の細菌感染症に有

効率が高い．

●適応症

ブドウ球菌およびグﾗﾑ陰性桿菌(腸炎ビブリポ赤痢菌,大腸菌,クレ
ブシェラ，プロテウス*）による下記感染症．
尿路感染症半膓管感染症，肥道感染症ヂ膵炎*(*印バﾅｼｯドｶプｾﾙのみ）
●用量・用法

通常，成人にはピロミド酸として1日1 ,500～3,000nwを3～4回に分けて

経口投与する．

小児にはピロミド酸として1日50m9/kgを3～4回に分けて経口投与する．

●包装

パナシッドカプセル〔要指示〕 100カプセル 500カプセル

パナシツドシロップ〔要指示〕 500，1

●薬価基準

1カプセル(250m9) 58.10円

1ml (5%) 11 .20円

拳
PANACID

<新発売＞

抗菌性化学療法剤 両

ﾉけｼｯﾄﾞ
<ピロミト酸

⑤奉呈蕊壽
I●本剤(謹話説餌獲襲糠蕊蕊蕊塞蕊蕊鎌溌錘礒嚥識豊灘§ 鍵蕊姦’



■すぐれた効果

が期待できる

経口用セファロスポリン系抗生物質

ケフ凹凹旬ズ
Kefiex

一般名セファレキシン

隠鰯荊’

カプセル･錠(割線入り）・懸濁内服用・シロップ用細粒

■添付説明書の畦用上の注意｣をご参照下さい。
して"N'冨一
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エサヨア､,卜J鴎
侭1菊間用 一般名：エタンブトール

■併用方式EB+RFP ， E日十TH＋Cs
EB+RFP+INH EB+KM-

EB+RFP+PZA EB+INH+CPM

EB+TH EB+INH+Vトハ．

E日十TH十KM

これらはく結核の治療括針×結核医療の基乖>に例示された併用方式です．

■注 意視力障害の発見に細心の注意をはらい､．

その発現をみた場合には、ただちに投与

を中止して下さい。 （能害参照）

■包 装錠剤(125m9)200錠･1000錠(250ng)100錠｡500錠

■薬価基準 125，号 1錠￥26.聖 250喝1錠￥52.型
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各学会の雑誌、抄録、プログラム、名簿及び各大学同窓会名簿、

各県医師会名簿などの印刷ならびに広告掲載のお世話を致します

、1 ．． ，

06943-1
イ
Ⅱ
Ⅱ
部
稲

各医学雑誌の広告を取扱う一 一福田商店広告
大阪市東区島町2－

分室大阪市東区釣鐘町1－17(橋本ビル) TEL大阪(06)943-151
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●脂質代謝改善剤

コレソDBビョ
(一般名＝ｼﾝﾌｨブﾗｰ卜）散･カプセル

コレソルビンは脂質(血清総コレス
テロール、トリグリセライド､β－リホ蛋白など）

全般の代謝異常を改善し､しかも

エスケープ現象が少なく安定し

た持続効果を示します。さらに、

耐糖能を改善します。

Q

9

原体は結晶性粉末で､製剤は無味･無臭

(ゲッフ等の不快な症状がなく、服用しやす~い）

〔包装j カプセル(25伽噂）〈コード畠号： Y CL25
=120 .600.1500 .6000カプセル

敵（2倍散)='00. 5009
〔薬価基準〕 1カプセル当り￥25.帥

散19当り￥46.20

●<使用上の注意>等については現品説明■をご参照ください。

●文献等ご要望の向きは吉官製嚢学術部(大阪市東局区内)段で。

当社研究･創製品
L b q ＝

薬価基準新収載
－

CHnBFニロロVIN

⑬④
製造＝吉富製薬株式会社

販売＝武田薬品工業株式会社
212-B2
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